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庁舎
中央市役所田富庁舎
中央市役所玉穂庁舎
中央市役所豊富庁舎

055-274-1111( 代 )　
055-274-1119( 代 )
055-269-2211( 代 )

055-274-8542
055-273-7300
055-274-2288
055-269-3330
055-269-3330

055-274-8556
055-274-8583

055-274-8556
055-274-8583

055-274-1100

保健福祉施設 
玉穂勤労健康管理センター
田富福祉センター
田富福祉公園コミュニティセンター
豊富健康福祉センター
シルクの里デイサービスセンター
大鳥居ふれあいプラザ

浅利川ふれあい館

中央市・昭和町障がい者相談支援センター
穂のか

総合会館・公民館

055-274-1116
055-274-0294
055-273-4755
055-269-2802　

玉穂総合会館
〔中央市社会福祉協議会〕
田富総合会館
豊富中央公民館

田富中央児童館　☆
田富わんぱく児童館
田富ひばり児童館
田富杉の子児童館　☆
田富ひまわり児童館
田富つくし児童館
田富すみれ児童館　☆
豊富児童館
豊富保健センター　☆
社会福祉法人ひとふさの葡萄
またあした　☆

055-274-2221
055-273-0588
055-273-1417
055-273-1818
055-273-0751
055-274-3260
055-274-2353
055-269-3067
055-269-2238
055-278-5070

保育園
玉穂保育園
田富第一保育園
田富第二保育園
田富第三保育園
田富北保育園
豊富保育園
社会福祉法人成島
まみい保育園

055-273-2205
055-273-3557
055-273-3072
055-273-6220
055-273-6301
055-269-2011

055-273-3522

認定こども園
学校法人井口学園　
認定こども園わかば幼稚園
学校法人中沢学園　
みかさこども園

055-273-5737

055-273-6386

小・中学校
三村小学校
玉穂南小学校
玉穂南小学校下河東分校
田富小学校
田富北小学校
田富南小学校
豊富小学校
玉穂中学校
玉穂中学校下河東分校
田富中学校

055-273-8711
055-274-1122
055-274-1244
055-273-2117
055-273-1760
055-273-9111
055-269-2012
055-273-8211
055-274-1244
055-230-7080

図書館
玉穂生涯学習館 
田富図書館
豊富図書館（分館）

055-230-7300
055-274-3311
055-269-4011

体育施設
玉穂 B&G海洋センター
田富市民体育館
田富市民プール
与一弓道場
浅利弓道場
浅利テニスコート
農業者トレーニングセンター

055-274-1121
055-273-1473 
055-274-1421
055-269-2280
055-274-8522
055-274-8522
055-274-8522

農政・商工施設 
四季新鮮収穫広場「た・から」農産物直売所
道の駅「とよとみ」交流促進センター
与一味工房
豊富農産物直売所
（財）中央市農業振興公社・豊富農業者研修センター
中央市商工会

055-274-0831
055-269-3421
055-269-4115
055-269-3424
055-269-2411 
055-273-4141

公園・その他
玉穂ふるさとふれあい広場
田富ふるさと公園
豊富シルクの里公園
豊富農村広場
農村公園
豊富郷土資料館
シルク工芸館ふれあい館　
シルクふれんどりぃ

055-274-8517 
055-274-8517
055-269-2280
055-274-8586
055-274-8517
055-269-3399

055-269-2280

公共機関

産業・観光・自然

高齢介護課
豊富窓口課　

高齢介護課
豊富窓口課

※「☆」が付いている施設では「放課後児童クラブ(学童保育)」を実施

児童館・児童館放課後児童クラブ（学童保育）
玉穂中央児童館　☆
玉穂北部児童館　☆
玉穂西部児童館　☆

055-273-8271
055-273-7967
055-274-0097

子育て・教育・文化

主 な 施 設

中央市

山梨県

中央市

山梨県

甲府市

北杜市

山中湖村
富士河口湖町

中央市
中央自動車道

中央自動車道

富士
急行
線

JR中央本線

東富士五湖
道路

中部横断
自動車道

JR小海
線

笛吹市

甲州市

身延町
Ｊ
Ｒ
身
延
線

山梨県中央市　実り豊かな生活文化都市
ビジュアルコンテンツ

日本の真ん中に位置する山梨県中央市には、トマトやスイートコーンに代表される大地の恵みから、
最先端のリニア新幹線まで、バラエティに富んだ魅力が満載。住みよさランキング（2015年）でも、32位にランキングされました。
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農業で幸せになろう特集 1

学びの殿堂、地域医療の拠点特集 2

守り育み未来へつなぐ特集 3

文化の醸成 ～日本有数の図書館が紡ぐ文化～特集 4

太陽の恵みがいっぱい！地元食材で生み出す、育てる、
おいしい特産品がたくさんあります。

施設紹介
四季新鮮収穫広場「た・から」農産物直売所　
道の駅とよとみ　シルクふれんどりぃ
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2027年開業予定 …………… P4

リニア中央新幹線

空から見た中央市

中央市ブランド米「富穂」

安心・安全な美味しいお米……P12

とみほ

未来につなげたい、心にのこる中央市の風景
中央市フォトコンテスト

QRコードを読み込むと中央市の
360°パノラマVRがご覧頂けます。

実り豊かな生活文化都市を目指して
中央市長   田中 久雄

胸躍る未来へ ～まち・ひと・しごと、そして みどり　
「人が真ん中」の中央市の未来～

日本の真ん中、人が真ん中！中央市
自治力の拠点づくり
暮らしの拠点づくり
やすらぎの拠点づくり
活力と交流の拠点づくり

ふるさとの将来について夢を語る。
中央市誕生10周年記念座談会 田中市長 成人を迎える皆さん

主な施設

夢のプロジェクト リニア中央新幹線

開かれた議会運営で、市政の発展をめざす。
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　中央市は平成１８年２月２０日に、玉穂町・田
富町・豊富村の２町１村が合併し、平成28年
２月に大きな節目となる１０周年を迎えることが
できました。
　これまで、市民の皆様をはじめ日頃よりご支
援、ご協力をいただいている皆様とともに、地
域と人との連携や交流を通じて新市の一体
感を醸成することができましたことに心より感
謝申し上げます。
　これまでの１０年を振り返り、誰もが住みたく
なる、住んでよかったと思えるまち「実り豊か
な生活文化都市」を目指してまいりました。住
みよさランキング２０１５では、全国で総合３２
位、利便度では全国６位と大変すばらしい評
価をいただきました。この豊かな自然と都市機
能を活かしながら、今後は2027年開業予定
のリニア中央新幹線の計画も進んでいる中
で、周辺整備を含め広くご意見をうかがいな
がら中央市の魅力を高め、市全体の活性化
につながるような形を作っていきたいと考えて
おります。また、全国的な人口減少にも対応
し、子育て世代の定住・流入を増やし、活力あ
るまちを将来にわたり持続していけるよう、総
合戦略のひとつの柱として進めているところ
であります。
　10年後、20年後もこの中央市に住んでよ
かったと思える、実感していただけるまちづく
りを皆様と協働で取り組んでいけますよう、今
後ともより一層のご支援、ご協力をお願い申し
上げます。

中央市長

田中 久雄

中央市10年の歩み
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５
０
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季節賞（春）　乙黒桜満開  松村 央男（中央市）

季節賞（夏）　夏空を飛ぶ  文珠川 史（甲府市）

季節賞（秋）　夕映え  藤本 治男（甲府市）

季節賞（冬）
夜へ続く時間  
遠藤 欣也（中央市）

優秀賞　散歩道  長田 幸子（甲府市）

｠最優秀賞　春の園  田中 進（中央市）
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　中央市は平成１８年２月２０日に、玉穂町・田
富町・豊富村の２町１村が合併し、平成28年
２月に大きな節目となる１０周年を迎えることが
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5
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中
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た・か
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4

日
本
独
自
の
技
術
が
生
ん
だ
未
来
の
乗
り
物〝
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
〞

開
業
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
新
駅
の
設
置
決
定
を
受
け
、隣
接
す
る
中
央
市
で
も
、

そ
の
効
果
を
、す
べ
て
の
市
民
が
享
受
で
き
る
よ
う
、そ
し
て
市
の
未
来
へ
つ
な
げ
る
よ
う
、

品
川―

名
古
屋
間
が
開
業
す
る
2
0
2
7
年
に
向
け
た
、

新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

山梨リニア実験線

The future train system, “Superconducting Maglev,” that is born from 
genuine Japanese technology. Its countdown is already started. An 
announcement says there will be a station constructed in Yamanashi 
prefecture. Our Chuo city are taking a new plan that will be beneficial to 
all residents and to city development toward the future, preparing for its 
train route completion between Tokyo and Nagoya in the year of 2027. 

The dream project Linear Chuo Shinkansen

夢
の
プ
ロ
ジェク
ト

リ
ニア
中
央
新
幹
線

※駅名はすべて仮称・予定です

リニア中央新幹線想定ルート

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、東
京―

大
阪
間（
約
4
3
8
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）を
、日
本
独
自
の
技
術〝
超
電
導
磁
気
浮
上
方
式
〞

（
通
称
：
超
電
導
リ
ニ
ア
）を
用
い
て
時
速
5
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
結
ぶ
、ま
っ
た
く
新
し
い
新
幹
線
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海（
株
）で
は
、全
線
開
通（
2
0
3
7
年
予
定
）に
先

立
ち
、2
0
2
7
年
に
品
川―

名
古
屋
間
を
開
業
す
る
予
定

と
し
て
お
り
、完
成
す
れ
ば
、品
川
駅
ま
で
25
分
、名
古
屋
駅
ま

で
45
分
と
い
う
速
さ
で
の
移
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、「
中
央
市
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
有
識
者
等
か
ら
広
く
意
見

を
求
め
つ
つ
、市
役
所
内
に
設
置
し
た「
リ
ニ
ア
活
用
推
進
本

部
」を
中
心
に
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
効
果
を
最
大
限
に
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
や
、地
域
の
魅
力
を
高
め
市
全

体
を
活
性
化
さ
せ
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、リ
ニ
ア

効
果
を
市
全
体
、市
民

す
べ
て
が
享
受
で
き
る

よ
う
、中
央
市
の
未
来

の
た
め
に
積
極
的
な
施

策
を
展
開
し
、市
民
の

皆
様
と
の
絆
と
結
束
を

高
め
、未
来
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

リニア中央新幹線の始発駅となる品川駅　

中央市に隣接するリニア新駅設置予定の
甲府市大津町

品川駅品川駅

神奈川県駅

山梨県駅
長野県駅

岐阜県駅

名古屋駅

新山梨環状道路

中
央
自
動
車
道

中
央
自
動
車
道

20

358

140

かいすみよしかいすみよし

こくぼ

甲府南IC

中央市

甲府市

リニア計画線リニア計画線リニア計画線リニア計画線

山梨県駅

JR身
延線

JR身
延線
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6

豊かな自然と
人々の営みが創り出す、
心安らぐ原風景を、
これからも守り、未来へつなぐ。

胸
躍
る
未
来
へ

〜
ま
ち
・ひ
と
・し
ご
と
、そ
し
て 

み
ど
り

　

　
　
　
　
　
　「
人
が
真
ん
中
」の
中
央
市
の
未
来
〜

「
人
」
が
い
る
か
ら
、

「
し
ご
と
」
が
生
ま
れ
る
。

「
し
ご
と
」
が
あ
る
か
ら
、

「
人
」
が
集
ま
る
。

ク
ル
ク
ル
回
る
「
人
」
と

「
し
ご
と
」
の
輪
の
中
で
、

磨
か
れ
、
輝
き
を
増
す

私
た
ち
の
ま
ち
　
中
央
市
。

緑
豊
か
な
豊
穣
の
大
地
に
、

胸
躍
る
未
来
図
が
描
か
れ
て
い
く
。

まちひとしごとみどり

　南に富士山、北に八ヶ岳、西に南アルプス
の山々を望む、豊かな自然に囲まれた中央
市。首都圏までわずか1時間半の距離にあり
ながら、今なお広がる田園風景は、住む人の
心の拠り所であり、訪れる人々の心をも癒して
くれる大切な宝物。先人から受け継いだ、日
本の原風景ともいえるこの風景を、これからも
大切に守り、未来へとつないでいきます。

地域特性を活かした産業振興で、
整備が進む雇用環境。
新たなワークスタイルも拡大中。
　地域的特性を活かした産業が発展してき
た中央市。幹線道路の完成により、首都圏と
のパイプもより太くなるなか、工業製品や各種
原料等の供給地としての評価も高まってお
り、さらなる優良企業の誘致も期待されます。
一方農業では、農産物のブランド化や海外
進出をも見据えた販路拡大など、都市近郊
型農業としての発展を目指すなか、若い後継
者も登場し、可能性が広がっています。

平均年齢42.35歳。次代を担う
子どもたちに、「生きる力」と
「まごころ」を育み、すべての人が
活き活きと、日々暮らせる社会へ

　誕生から終焉まで、切れ目のない支援体
制で、一人ひとりの市民の皆様の実りある人
生を応援している中央市。保育、教育の充実
を図るとともに、子育てと仕事が両立できる環
境づくりや、高齢者の生きがいづくりにも積極
的に取り組んで、すべての人が、住み慣れた
地で、最後の瞬間まで活き活きと暮らせる社
会を実現します。

住みよさランキングトップ30にも
選出された美しき文教地域。
リニア中央新幹線の開通を前に、
さらなる発展に期待がかかる。
　恵まれた自然を活かしつつ、都市機能の向
上と生活環境の整備に取り組んできた中央市。
基幹道路や大型ショッピングセンターの登場で、
利便性もさらに高まっています。開院から30余
年を経て、最先端の医療機関へと再整備が進
む山梨大学医学部附属病院や、隣接地域に設
立されるリニア中央新幹線の山梨県駅を核とし
た、新たな発展にも期待が寄せられています。

地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと
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実
が
穫
れ
続
け
る
と
い
う
ト
マ
ト
。
一
之
瀬

さ
ん
は
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
に
数
種
類
の
ト
マ
ト
を
計
画
的
に
栽
培

し
、
一
定
量
の
収
穫
と
安
定
し
た
収
入
を
確

保
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
採
れ
た

て
の
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
、
食
べ
て
く
れ
る
人

の
顔
を
見
な
が
ら
売
っ
て
い
き
た
い
と
始
め

た
直
売
所
に
は
、
一
之
瀬
さ
ん
の
ト
マ
ト

を
求
め
て
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
か

仲
間
と
共
に

ブ
ラ
ン
ド
米
の
開
発
に
奮
闘

父
か
ら
子
へ
、

そ
し
て
孫
へ
と
つ
な
ぐ
誇
り

農
業
で
幸
せ
に
な
ろ
う

新
た
な
作
物
の
誕
生
、肥
料
や
農
薬
の
開
発
、栽
培
技
術
の
革
新
な
ど
、

目
覚
ま
し
い
進
化
を
続
け
る
日
本
の
農
業
。

富
士
山
を
望
む
肥
沃
の
大
地
で
、若
い
力
が
躍
動
し
て
い
ま
す
。

地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

特集 1

黄金色の稲穂を収穫

農業で幸せになろう特集 1地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

米
作
の
未
来
を
照
ら
す
、

ブ
ラ
ン
ド
米
「
富
穂
」

瑞 し々いキュウリも栽培 長い日照時間と高い技術で培われる高品質なトマト

Japanese agriculture is in a remarkable 
cont inuous evolut ion s tage,  such as  
in t roduc ing  new c rops ,  deve lop ing  
fertilizers and agricultural chemicals, and 
innovating cult ivation technologies.  
Younger people are making good efforts on 
the fertile land over a view of Mt. Fuji.

Bringing happiness with 
agriculture activities

　
中
央
市
内
に
あ
る「
農
事
組
合
法
人
　
種

を
ま
く
人
」の
倉
庫
。収
穫
し
た
ば
か
り
の

新
米
が
、う
ず
高
く
積
ま
れ
て
い
ま
す
。「
こ

れ
が『
富
穂
』で
す
。今
年
は
な
か
な
か
の
豊

作
で
、良
い
コ
メ
が
で
き
た
ん
で
す
よ
」代
表
の

納
見
博
文
さ
ん
が
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

　「
富
穂
」は
、中
央
市
の
ブ
ラ
ン
ド
米
。コ
シ

ヒ
カ
リ
と
黄
金
晴
を
交
配
し
た
中
央
市
の

特
産「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」を
、農
薬
も
化
学
肥
料

も
通
常
の
半
分
以
下
に
抑
え
、手
間
暇
か
け

て
し
っ
か
り
育
て
た
、安
心
安
全
で
美
味
し

い
お
米
で
す
。

　
本
格
的
な
栽
培
が
始
ま
っ
て
2
年
。市
場

で
の
評
価
は
上
々
で
、2
0
1
6
年
6
月
か

ら
３
か
月
間
、Ａ
Ｎ
Ａ
の
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト

ク
ラ
ス
の
機
内
食
に
採
用
さ
れ
、「
山
梨
の
ブ

ラ
ン
ド
米
　
富
穂
」と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。将
来
的
に
は
、東
京
で
指

名
買
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
考
え
て

お
り
、そ
の
た
め
に
も
、知
名
度
を
上
げ
、取

　
家
族
と
と
も
に
、
ト

マ
ト
の
養
液
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
る
一
之
瀬
芳

貴
さ
ん
。
冬
だ
と
い
う

の
に
た
っ
ぷ
り
の
日
差
し

が
差
し
込
む
ガ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
内
に
は
、
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
が
整
然
と
並

び
、
食
べ
頃
の
実
を
つ

け
て
い
ま
す
。「
中
央

市
は
、
日
照
時
間
が
長

く
雨
が
少
な
い
気
候
、

古
く
か
ら
施
設
園
芸
農

業
を
し
て
い
る
人
が
多

く
技
術
も
高
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
高
品
質
な
ト

マ
ト
が
作
れ
る
場
所
。

市
場
で
も
高
い
評
価
を

う
け
、
す
で
に
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
い
ま
す
」。

　
種
を
撒
い
て
か
ら
3

か
月
で
収
穫
が
始
ま

り
、
約
1
年
間
は
良
い

扱
店
も
生
産
量
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
意

気
込
む
納
見
さ
ん
。「
田
富
地
区
は
土
地
柄

が
よ
く
、古
く
か
ら
米
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
が
、近
年
で
は
、米
よ
り
も

採
算
性
の
良
い
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培

が
盛
ん
に
な
り
、加
え
て
高
齢
化
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
も
目
立
ち
始
め
て
い
ま
し
た
。

『
富
穂
』に
は
、頑
張
っ
て
良
い
物
を
作
れ
ば

収
入
も
上
が
る
と
い
う
希
望
や
、耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。僕
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、米
作
り
に
新
た
な
や
り
が
い
を
見
出
し

て
も
ら
え
た
り
、米
作
り
に
取
り
組
も
う
と

い
う
仲
間
が
増
え
て
く
れ
た
り
し
た
ら
、と

て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
収
益
が

見
込
め
る
ト
マ
ト
栽
培

「農事組合法人　種をまく人」代表の納見博文さん

と
み

　

 

ほ

中央市が誇るブランド米「富穂」

トマトの養液栽培に取り組む一之瀬芳貴さん
こ
が
ね
ば
れ
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実践から学ぶ事が多い農業

効率よくすすむパッケージング作業就農というスタイルが農業を活性化し始めている

農業で幸せになろう特集 1

「クリエイティブ」が広がっています。
アカデミックでクリエイティブな農業は、今や憧れの職業のひとつ。
就農を希望する人への、支援の輪も広がっています。

　以
前
か
ら
農
業
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、調
べ
て
み
る
と
、農
家
の
出
身
で
は
な

い
僕
の
よ
う
な
立
場
の
者
が
就
農
す
る
に

は
、土
地
を
借
り
た
り
、農
作
業
の
た
め
の

道
具
を
揃
え
た
り
す
る
た
め
に
、あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
た
資
金
が
必
要
だ
と
わ
か
っ
た
の

で
、正
直
諦
め
か
け
て
い
ま
し
た
。雑
誌
で

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
の
記
事
を
目
に
し
た
の
は
、

そ
ん
な
時
で
す
。社
員
と
し
て
農
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
希
望
が
わ
き
、妻
と
も
話

し
合
っ
て
、家
族
で
移
住
し
、就
農
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　こ
こ
へ
き
て
半
年
が
経
ち
ま
す
が
、生
活

は
一
変
し
ま
し
た
。ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
す
し

詰
め
の
電
車
に
乗
ら
な
く
て
済
む
し
、帰
宅

時
間
が
早
く
な
り
、家
族
と
の
時
間
も
増
え

ま
し
た
。子
ど
も
は
引
っ
越
し
の
翌
日
か
ら

保
育
園
に
入
り
、お
友
達
も
で
き
て
、以
前

よ
り
活
発
に
な
り
ま
し
た
。妻
も
パ
ー
ト
を

始
め
、新
し
い
生
活
は
順
調
で
す
。

農業生産法人サラダボウル
福田 哲也さん

女性の
就農支援

　都内で家庭菜園をしていたタレントのパンツェッタ・ジローラモ

さん。知人の紹介で訪れた中央市の自然豊かな環境にすっかり魅

せられ、「自分で作って食べた方がおいしさが2倍3倍になる。もっと

広い土地で野菜の栽培に挑戦したい」と、市内にある耕作放棄地

1,200平方メートルを借り、忙しい仕事の合間に訪れては、トマトや

ナス、トウモロコシ、唐辛子などを栽培中。高台にある畑からの眺望

にも心惹かれるそうで、「将来住んでみたい」と話しています。

　中央市では就農を希望する女性を応援していこうと、就農しやすい環境

等の整備を進めていきます。また、首都圏などへの販路拡大や食の安全、

商品デザインに対する女性ならではの感性を取り入れる等、活躍の場も広

げていきます。

女性が
イキイキしていると、
まちが輝く。

農
業
の
可
能
性
に
魅
せ
ら
れ
て
、

家
族
で
東
京
か
ら
移
住
。

土
や
作
物
と
向
き
合
う
日
々
の
中
で
、

時
間
だ
け
で
な
く
、

心
に
も
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

野菜づくりと共に、中央市をPRし貢献したいというジローラモさん

地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

新
し
い
就
農
の
カ
タ
チ

お客さんの声がやりがいになるという一之瀬さん

ら
も
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。「
や
っ

ぱ
り
こ
こ
の
ト
マ
ト
で
な
く
ち
ゃ
！
」「
ほ
か

の
ト
マ
ト
は
食
べ
ら
れ
な
い
わ
」
お
客
さ
ん

の
声
は
、
う
れ
し
く
、
や
り
が
い
に
な
っ
て

い
る
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　「
農
業
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
父
。
さ

ま
ざ
ま
な
作
物
に
取
り
組
み
、
試
行
錯
誤

の
結
果
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
に
落
ち
着
い
た
よ

う
で
す
。
僕
は
、
ず
っ
と
父
の
背
中
を
見
て

き
て
、
自
然
に
、
当
た
り
前
に
農
業
を
継

ぐ
も
の
と
思
っ
て
き
た
の
で
、
大
学
を
卒
業

す
る
と
き
も
、
東
京
に
未
練
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
度
は
僕
が
息
子
に
背
中
を

見
せ
る
番
。『
パ
パ
み
た
い
に
な
り
た
い
』
っ

て
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」。

会
社
員
と
し
て

農
業
を
始
め
る
と
い
う
選
択

　
す
で
に
、
農
家
の
子
弟
が
農
業
を
継
ぐ

と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
地
縁

血
縁
と
いっ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
全
く
持

た
な
い
人
が
、
山
梨
で
農
業
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
も
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
近
年
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
農
業
を
業
務
と
す
る
企
業
。

中
央
市
に
は
、「
農
業
生
産
法
人
サ
ラ
ダ
ボ

ウ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。「
当
社
に
は
、
年
間

2
0
0
名
ほ
ど
の
就
農
希
望
者
が
全
国
か

ら
訪
れ
ま
す
。
た
だ
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る

農
業
と
実
際
の
農
業
に
は
違
い
が
あ
る
ケ
ー

ス
も
多
い
の
で
、
最
初
に
1
週
間
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
し
て
農
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

『
で
き
る
！
』
と
自
分
で
判
断
し
た
方
に
、

社
員
と
し
て
働
い
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
野
中
孝
憲
さ
ん
。
農
業
初
心
者

も
多
く
、
一
定
期
間
社
員
と
し
て
働
い
た
後

に
独
立
す
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
社
員

と
し
て
働
き
続
け
る
人
も
い
る
と
言
い
ま

す
。「
農
業
は
魅
力
あ
る
仕
事
で
す
が
、
新

規
就
農
に
は
約
1
0
0
0
万
円
の
初
期
投
資

が
必
要
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
リ
ス

ク
も
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。『
や
り
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
、
明
日
か
ら
で
も
農

業
が
始
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
当
社

の
よ
う
な
就
農
ス
タ
イ
ル
が
、
今
後
増
え
て

い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」。

　
さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
チ
で
農
業
の
未
来
を
模

索
し
て
い
る
若
い
力
。
力
強
い
生
き
様
が
、

中
央
市
の
未
来
を
支
え
て
い
ま
す
。

耕作放棄地
解消に一役

パンツェッタ・ジローラモさんも、
野菜作りに挑戦中！

お話をしてくださった
サラダボウルの野中孝憲さん
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学びの殿堂、
地域医療の拠点
全国から学生が集まる山梨大学医学部。

昭和 55 年の開校以来、地域と共に歩んできた学びの殿堂は、

最先端の医療を行う附属病院を携えて、

地域医療の発展を根幹で支えています。

地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

特集 2

太陽の恵みがいっぱい！
地元食材で生み出す、育てる、
おいしい特産品がたくさんあります。

まだまだあります。ここならではの味わい。

青春のトマト焼そば

青春のトマト焼そば誕生秘話

「中央市まちづくりトマト計画」を遂行中の商
工会青年部。2007年の会合で出たのが、地
元の祭りで恒例の青年部屋台焼そばにミート
ソースをかける妙案でした。早速試食したとこ
ろ、脳裏に蘇る懐かしい記憶。「これは、学生
時代によく食べた某喫茶店の『ミートソース焼
そば』じゃないか！復刻でもいい、これを新名物
にしよう」と、満場一致で誕生しました。“青春
の”には、彼らの「懐かしさと、情熱と、若さ溢れ
るまちづくりへの想い」が込められています。

中央市ブランド米「富穂」
肥沃な沖積土壌で、農薬と化学肥料を減ら
し大切に育てられたヒノヒカリ。もちもちと
した食感で、冷めても美味しいと評判です。

コーン100%焼酎「恵」・「とよとみ」
特産の“ゴールドラッシュ”で醸造した珍しい
焼酎。口当たりがよく、飲んだ後に甘く香ば
しい香りが、ふわっと鼻に抜けていきます。

ブドウとコーンのワイン「夢」
特産の“ゴールドラッシュ”と豊富産のブドウ
で醸造した、日本初のトウモロコシワイン。さ
わやかな甘さが広がる、デザートワインです。

フルーツトマト
サイズも味わいも豊富な中央市のトマト。
水分を極限まで減らし、丁寧に育てられる
フルーツトマトは、濃厚な甘さが自慢です。

夏野菜の王者「ナス」
夏の日差しをたっぷりと浴び、豊富な地下水を
しっかり吸って、元気に育った濃紫色のナス。
皮が柔らかく瑞 し々い、中央市の特産品です。

スイートコーン「ゴールドラッシュ」
糖度17度以上のフルーティな甘さと、皮の
薄さで、絶大な人気を誇る豊富地区の特産
品。6月上旬から10月上旬まで楽しめます。

ソース味の焼そばの上に、中央市産の完熟トマトと
甲州富士桜ポークをじっくり煮込んだミートソースを
たっぷりかけました。どこか懐かしく食べると元気にな
る、中央市の新名物です。

とみ　ほ
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の”には、彼らの「懐かしさと、情熱と、若さ溢れ
るまちづくりへの想い」が込められています。

中央市ブランド米「富穂」
肥沃な沖積土壌で、農薬と化学肥料を減ら
し大切に育てられたヒノヒカリ。もちもちと
した食感で、冷めても美味しいと評判です。

コーン100%焼酎「恵」・「とよとみ」
特産の“ゴールドラッシュ”で醸造した珍しい
焼酎。口当たりがよく、飲んだ後に甘く香ば
しい香りが、ふわっと鼻に抜けていきます。

ブドウとコーンのワイン「夢」
特産の“ゴールドラッシュ”と豊富産のブドウ
で醸造した、日本初のトウモロコシワイン。さ
わやかな甘さが広がる、デザートワインです。

フルーツトマト
サイズも味わいも豊富な中央市のトマト。
水分を極限まで減らし、丁寧に育てられる
フルーツトマトは、濃厚な甘さが自慢です。

夏野菜の王者「ナス」
夏の日差しをたっぷりと浴び、豊富な地下水を
しっかり吸って、元気に育った濃紫色のナス。
皮が柔らかく瑞 し々い、中央市の特産品です。

スイートコーン「ゴールドラッシュ」
糖度17度以上のフルーティな甘さと、皮の
薄さで、絶大な人気を誇る豊富地区の特産
品。6月上旬から10月上旬まで楽しめます。

ソース味の焼そばの上に、中央市産の完熟トマトと
甲州富士桜ポークをじっくり煮込んだミートソースを
たっぷりかけました。どこか懐かしく食べると元気にな
る、中央市の新名物です。

とみ　ほ
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地
域
の
次
代
を
担
う
良
き
医
療
者
を
育
成
す
る
山
梨
大
学
医
学
部
。

附
属
病
院
で
は
、最
先
端
の
設
備
を
整
え
高
度
な
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
身
近
な
存
在
と
し
て
、

地
域
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
ま
す

心
身
共
に
健
や
か
な

市
民
生
活
の
基
盤

山梨大学医学部附属病院
看護師

人
生
の
半
分
近
く
を
過
ご
し
た
中
央
市
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
街
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

学びの殿堂、地域医療の拠点特集 2地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

研究、教育活動と地域医療の拠点である山梨大学医学部

文教地域として地域とともに発展する山梨大学附属病院

　大
学
入
学
と
同
時
に
こ
ち
ら
に
来
ま

し
た
か
ら
、も
う
16
年
に
な
り
ま
す
。こ

の
間
ず
っ
と
中
央
市
に
住
み
、大
学
へ
通

い
、卒
業
後
は
附
属
病
院
に
勤
務
し
て
き

ま
し
た
。私
が
初
め
て
来
た
頃
に
は
、環

状
道
路
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
な

く
、田
畑
が
広
が
る
中
に
ポ
ツ
ン
と
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
状
態
で
し
た
が
、今
で
は

都
市
化
が
進
み
、と
て
も
便
利
で
住
み
や

す
い
街
に
な
っ
た
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

　幼
い
頃
か
ら
何
度
も
入
退
院
を
経
験

し
て
い
て
看
護
師
と
い
う
職
業
が
、身
近

な
職
業
だ
っ
た
こ
と
、尊
敬
す
る
母
が
看

護
師
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、私
自
身
も
看
護

師
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。卒
業

後
は
、地
元
群
馬
の
病
院
へ
の
就
職
も
考

え
ま
し
た
が
、職
場
環
境
の
良
さ
、暮
ら

し
や
す
さ
な
ど
が
決
め
手
と
な
っ
て
、山

梨
で
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
。以
来
12
年

間
、整
形
外
科
病
棟
で
、患
者
さ
ん
に
寄

り
添
い
、日
々
回
復
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
、完
治
し
て
元
の
生
活
に
戻
っ
て
行

か
れ
る
こ
と
に
、嬉
し
さ
を
感
じ
て
き

ま
し
た
。昨
年
副
師
長
を
拝
命
し
、ま
す

ま
す
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。と
は
い

え
、ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。日
々
学
ぶ
こ

と
、身
に
着
け
る
べ
き
こ
と
も
多
い
の

で
、今
後
も
精
進
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 秋田 知子さん

山梨大学臨床教育センター
医師

細野 英伸さん

大
好
き
な
中
央
市
。
将
来
的
に
は
親
を
呼
び
寄
せ
、

一
緒
に
暮
ら
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　中
央
市
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
8
年
に

な
り
ま
す
。大
学
の
二
次
試
験
を
受
け
る

た
め
に
初
め
て
来
た
と
き
か
ら
、「
な
ん

て
良
い
所
な
ん
だ
ろ
う
」と
、す
ぐ
に
好

き
に
な
り
ま
し
た
。何
よ
り
家
の
窓
か
ら

富
士
山
が
見
え
る
と
い
う
の
が
た
ま
ら

な
く
嬉
し
く
て
、家
族
や
友
人
に
も
自

慢
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　暮
ら
す
人
の
人
柄
も
い
い
で
す
よ
ね
。

患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
て
も
、「
山
梨
の

人
っ
て
あ
っ
た
か
い
な
ぁ
」と
感
じ
る
場

面
が
多
く
あ
り
ま
す
し
、自
然
が
多
い

の
に
生
活
が
便
利
な
こ
と
も
気
に
入
っ

て
い
て
、遠
く
へ
派
遣
さ
れ
な
い
限
り
一

生
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　山
梨
大
学
に
は
尊
敬
で
き
る
先
生
が

多
く
、働
き
や
す
い
環
境
も
整
備
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。来
年
か
ら
放

射
線
科
の
医
局
に
入
局
し
、が
ん
治
療

に
携
わ
り
な
が
ら
、3
年
後
に
認
定
医
、

5
年
後
に
専
門
医
の
取
得
を
目
指
し
ま

す
。緩
和
治
療
も
学
び
、ゆ
く
ゆ
く
は
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
腫
瘍
専
門
医
に

な
っ
て
、地
域
に
密
着
し
た
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
55
年
に
旧
玉
穂
町
に
山
梨
医
科
大

学
を
開
校
し
て
以
来
、中
央
市
に
本
拠
を

置
き
、「
国
民
に
信
頼
さ
れ
る
良
き
医
療
者

の
育
成
」と
い
う
教
育
理
念
の
も
と
、多
く

の
医
療
者
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
山
梨

大
学
医
学
部
。平
成
24
年
度
か
ら
は
、文

部
科
学
省
の「
基
礎・臨
床
を
両
輪
と
し
た

医
学
教
育
改
革
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
医
師

養
成
事
業
」の
採
択
を
受
け
、「
リ
エ
ゾ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
」を
創
設
し
、研
究
医
の
早
期
学

位
取
得
と
自
立
を
支
援
す
る
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
む
な
ど
、常
に
世
界
レ
ベ
ル

を
意
識
し
た
研
究
・
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
、附
属
病
院
は
、県
内
唯
一の
先
端
医

療
機
関
で
あ
り
、高
度
医
療
の
導
入・開
発

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
24

年
10
月
に
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
が
開
所

さ
れ
、最
先
端
の
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
ガ
ン
治
療
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、同
25
年
4
月
に
は
、全
国
の
国
立
大
学

病
院
に
先
駆
け
て
最
新
型
内
視
鏡
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ
」を
導
入
。身

体
的
負
担
の
少
な
い
最
新
式
の
内
視
鏡
手

術
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、本
格
的

な
病
院
再
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
28
年
に
は
高
機
能
手
術
室
を
整
備
し

　
開
校
か
ら
30
余
年
、山
梨
大
学
を
中
心

と
し
た
都
市
整
備
も
進
み
、文
教
地
域
の

色
合
い
が
濃
い
、落
ち
着
い
た
ま
ち
が
形
作

ら
れ
て
い
ま
す
。周
辺
に
は
、内
科
、耳
鼻

科
、小
児
科
、皮
膚
科
、眼
科
な
ど
多
く
の

個
人
病
院
も
開
業
し
て
お
り
、安
心
感
を

醸
成
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、山
梨
大
学
に
は
、地
域
医
療
へ
の
貢

献
と
い
う
使
命
が
あ
り
、山
梨
大
学
附
属

病
院
、山
梨
県
、地
域
医
療
機
関
と
連
携

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
中
央
市
と
の
間
で
は
、平
成
18
年
に「
中

央
市
と
国
立
大
学
法
人
山
梨
大
学
と
の
包

括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
」を
結
ん
で
い
ま

す
。市
民
に
と
っ
て
も
、山
梨
大
学
お
よ
び
附

属
病
院
は
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
、広

報
誌
へ
の
附
属
病
院
の
医
師
に
よ
る
健
康
指

導
の
寄
稿
、市
立
図
書
館
か
ら
の
待
合
室
や

小
児
科
病
棟
へ
の
絵
本・児
童
書
の
配
本
、市

立
保
育
園
の
職
員
を
対
象
に
し
た
応
急
処

置
の
訓
練
な
ど
、幅
広
い
分
野
で
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
新
病
棟
が
完
成
す
る
な
ど
、地
方
都
市
に

あ
っ
て
最
先
端
の
医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境

が
整
い
つつ
あ
り
ま
す
。

The University of Yamanashi, Faculty of 
Medicine, where students gather from all 
over Japan.
Since its establishment in 1980, the place 
for medical studies that is working with 
local community, and along with the 
universi ty hospital  that  is  offering 
advanced medical  t reatments,  now 
support greatly for development of local 
medical services.

Academic place of learning, 
base of local medical services
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文教地域として地域とともに発展する山梨大学附属病院

　大
学
入
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同
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に
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に
来
ま

し
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ら
、も
う
16
年
に
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り
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す
。こ

の
間
ず
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中
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通
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、卒
業
後
は
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病
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に
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が
初
め
て
来
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に
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も
シ
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ッ
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な
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が
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ポ
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で
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す
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街
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　幼
い
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ら
何
度
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入
退
院
を
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し
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看
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自
身
も
看
護

師
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。卒
業
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就
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12
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者
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し
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に
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て
行
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れ
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こ
と
に
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し
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を
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じ
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ま
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た
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年
副
師
長
を
拝
命
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、ま
す

ま
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責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
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は
い

え
、ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。日
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学
ぶ
こ

と
、身
に
着
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る
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き
こ
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の

で
、今
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も
精
進
を
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い
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た
い
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思
っ
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い
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。
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む
よ
う
に
な
っ
て
8
年
に

な
り
ま
す
。大
学
の
二
次
試
験
を
受
け
る

た
め
に
初
め
て
来
た
と
き
か
ら
、「
な
ん

て
良
い
所
な
ん
だ
ろ
う
」と
、す
ぐ
に
好

き
に
な
り
ま
し
た
。何
よ
り
家
の
窓
か
ら

富
士
山
が
見
え
る
と
い
う
の
が
た
ま
ら

な
く
嬉
し
く
て
、家
族
や
友
人
に
も
自

慢
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　暮
ら
す
人
の
人
柄
も
い
い
で
す
よ
ね
。

患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
て
も
、「
山
梨
の

人
っ
て
あ
っ
た
か
い
な
ぁ
」と
感
じ
る
場

面
が
多
く
あ
り
ま
す
し
、自
然
が
多
い

の
に
生
活
が
便
利
な
こ
と
も
気
に
入
っ

て
い
て
、遠
く
へ
派
遣
さ
れ
な
い
限
り
一

生
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　山
梨
大
学
に
は
尊
敬
で
き
る
先
生
が

多
く
、働
き
や
す
い
環
境
も
整
備
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。来
年
か
ら
放

射
線
科
の
医
局
に
入
局
し
、が
ん
治
療

に
携
わ
り
な
が
ら
、3
年
後
に
認
定
医
、

5
年
後
に
専
門
医
の
取
得
を
目
指
し
ま

す
。緩
和
治
療
も
学
び
、ゆ
く
ゆ
く
は
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
腫
瘍
専
門
医
に

な
っ
て
、地
域
に
密
着
し
た
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
55
年
に
旧
玉
穂
町
に
山
梨
医
科
大

学
を
開
校
し
て
以
来
、中
央
市
に
本
拠
を

置
き
、「
国
民
に
信
頼
さ
れ
る
良
き
医
療
者

の
育
成
」と
い
う
教
育
理
念
の
も
と
、多
く

の
医
療
者
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
山
梨

大
学
医
学
部
。平
成
24
年
度
か
ら
は
、文

部
科
学
省
の「
基
礎・臨
床
を
両
輪
と
し
た

医
学
教
育
改
革
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
医
師

養
成
事
業
」の
採
択
を
受
け
、「
リ
エ
ゾ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
」を
創
設
し
、研
究
医
の
早
期
学

位
取
得
と
自
立
を
支
援
す
る
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
む
な
ど
、常
に
世
界
レ
ベ
ル

を
意
識
し
た
研
究
・
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
、附
属
病
院
は
、県
内
唯
一の
先
端
医

療
機
関
で
あ
り
、高
度
医
療
の
導
入・開
発

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
24

年
10
月
に
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
が
開
所

さ
れ
、最
先
端
の
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
ガ
ン
治
療
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、同
25
年
4
月
に
は
、全
国
の
国
立
大
学

病
院
に
先
駆
け
て
最
新
型
内
視
鏡
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ
」を
導
入
。身

体
的
負
担
の
少
な
い
最
新
式
の
内
視
鏡
手

術
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、本
格
的

な
病
院
再
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
28
年
に
は
高
機
能
手
術
室
を
整
備
し

　
開
校
か
ら
30
余
年
、山
梨
大
学
を
中
心

と
し
た
都
市
整
備
も
進
み
、文
教
地
域
の

色
合
い
が
濃
い
、落
ち
着
い
た
ま
ち
が
形
作

ら
れ
て
い
ま
す
。周
辺
に
は
、内
科
、耳
鼻

科
、小
児
科
、皮
膚
科
、眼
科
な
ど
多
く
の

個
人
病
院
も
開
業
し
て
お
り
、安
心
感
を

醸
成
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、山
梨
大
学
に
は
、地
域
医
療
へ
の
貢

献
と
い
う
使
命
が
あ
り
、山
梨
大
学
附
属

病
院
、山
梨
県
、地
域
医
療
機
関
と
連
携

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
中
央
市
と
の
間
で
は
、平
成
18
年
に「
中

央
市
と
国
立
大
学
法
人
山
梨
大
学
と
の
包

括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
」を
結
ん
で
い
ま

す
。市
民
に
と
っ
て
も
、山
梨
大
学
お
よ
び
附

属
病
院
は
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
、広

報
誌
へ
の
附
属
病
院
の
医
師
に
よ
る
健
康
指

導
の
寄
稿
、市
立
図
書
館
か
ら
の
待
合
室
や

小
児
科
病
棟
へ
の
絵
本・児
童
書
の
配
本
、市

立
保
育
園
の
職
員
を
対
象
に
し
た
応
急
処

置
の
訓
練
な
ど
、幅
広
い
分
野
で
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
新
病
棟
が
完
成
す
る
な
ど
、地
方
都
市
に

あ
っ
て
最
先
端
の
医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境

が
整
い
つつ
あ
り
ま
す
。

The University of Yamanashi, Faculty of 
Medicine, where students gather from all 
over Japan.
Since its establishment in 1980, the place 
for medical studies that is working with 
local community, and along with the 
universi ty hospital  that  is  offering 
advanced medical  t reatments,  now 
support greatly for development of local 
medical services.

Academic place of learning, 
base of local medical services
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子
ど
も
は
、
未
来
を
担
う
地
域
の
宝
物
。

す
べ
て
の
子
ど
も
達
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

誰
も
が
安
心
し
て
、
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特集 3

不
妊
治
療
の
助
成
か
ら
、

マ
マ
友
も
作
れ
る
親
子
教
室
ま
で
、

幅
広
く
子
育
て
を
応
援
。

　女
性
だ
け
で
な
く
男
性
を
対
象
に
し
た

不
妊
治
療
助
成
も
実
施
す
る
な
ど
、妊
娠

前
か
ら
、妊
娠
、出
産
、子
育
て
へ
と
、ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
っ
て
い
る
中
央
市
。な
か
で
も
好
評

な
の
が
、毎
月
計
6
回
、玉
穂
総
合
会
館
と

田
富
総
合
会
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、0
〜

3
歳
の
未
就
園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
し

た「
親
子
教
室
」で
す
。リ
ト
ミ
ッ
ク
や
リ
ズ

ム
体
操
な
ど
、専
門
の
指
導
者
に
よ
る
年
齢

に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、年
会
費
千
円
で

何
度
で
も
受
け
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、毎
回
多

く
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、と
っ
て
も
賑
や

か
。ママ
同
士
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
て
、

終
了
後
に
は
連
れ
立
っ
て
ラ
ン
チ
に
出
か
け

る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　社
会
復
帰
を
目
指
す
ママ
達
の
強
い
味
方

が
市
内
に
あ
る
7
つ
の
保
育
園
と
2
つ
の
認

定
こ
ど
も
園
。未
満
児
保
育
や
一
時
預
か
り

を
実
施
し
、子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　玉
穂
地
区
に
あ
る
玉
穂
保
育
園
で
は
、豊
か

な
自
然
環
境
や
広
い
園
庭
を
活
用
し
て
の
外

遊
び
や
体
操
、室
内
で
の
創
作
活
動
、「
お
べ
ん

き
ょ
う
」の
基
礎
と
な
る
読
み
書
き
や
数
の
操

作
の
指
導
と
いっ
た
日
常
的
な
活
動
に
加
え
、

隣
接
す
る
玉
穂
生
涯
学
習
館（
図
書
館
）への

守り育み未来へつなぐ特集 3地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

□お問合せ先
　子育て支援課　
　TEL:055-274-8557

●玉穂保育園
〒409-3815  中央市成島2387-2　
TEL:055-273-2205
乳児保育 ： 6ヶ月～　定員 ： 180人

●田富第一保育園
〒409-3841  中央市布施3015
TEL:055-273-3557
乳児保育 ： 6ヶ月～　定員 ： 180人

●田富第二保育園
〒409-3843  中央市西花輪2002
TEL:055-273-3072
乳児保育 ： 6ヶ月～　定員 ： 90人

●田富第三保育園
〒409-3842  中央市東花輪1173
TEL:055-273-6220
乳児保育 ： 6ヶ月～　定員 ： 170人

●田富北保育園
〒409-3845  中央市山之神22-59
TEL:055-273-6301
乳児保育 ： 未実施　定員 ： 80人

●豊富保育園
〒400-1513　中央市大鳥居3790
TEL:055-269-2011
乳児保育 ： 未実施　定員 ： 120人

●社会福祉法人成島 
　まみい保育園
〒409-3815　中央市成島1072-1
TEL:055-273-3522
乳児保育 ： 2ヶ月～　定員 ： 130人

●学校法人井口学園 
　認定こども園わかば幼稚園
〒409-3804　中央市井之口937-2
TEL:055-273-5737
保育時間(時間外・延長保育を含む）: 
7:30～19:00　定員 ： 280人

●学校法人中沢学園 
　みかさこども園
〒409-3844　中央市臼井阿原813-6
TEL:055-273-6386
保育時間(時間外・延長保育を含む）: 
7:30～19:00　定員 ： 202人

保 育 園

認定こども園

中央市の主な子育て支援

訪
問
や
、小
学
校
と
の
定
期
的
な
交
流
、外
部

の
指
導
者
を
招
聘
し
て
の
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
な

ど
、特
色
あ
る
活
動
も
活
発
に
行
って
い
ま
す
。

　「こ
こ
は
子
ど
も
達
に
とって
、も
う一つ
の
家

庭
。担
当
保
育
士
だ
け
で
な
く
、園
全
体
で
育

む
と
い
う
姿
勢
で
、一人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

保
育
を
心
が
け
て
い
ま
す
」と
、に
こ
や
か
に
話

す
増
田
千
代
子
園
長
先
生
。温
か
な
雰
囲
気

の
な
か
、伸
び
伸
び
元
気
に
育
つ
子
ど
も
達
。一

人
ひ
と
り
の
な
か
に
、未
来
を
造
る
確
か
な
力

が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

笑
顔
と
笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
の
保
育
園
。

一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
、「
ま
ご
こ
ろ
」の
種
が
ま
か
れ
て
い
ま
す
。

地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

乳児健診

積み木を楽しむ玉穂保育園の子ども達

待機児童の心配もなく、安心して子育てができます

親子リトミック

子育て（乳幼児期）

子育て（学童期）

結婚

妊娠

出産

母親学級

健診

学級・教室

相談

その他

保育園

○特定不妊治療費助成
○男性不妊治療費助成

○母子健康手帳交付
○妊婦一般健康診査受診票配布
○妊婦相談

○児童手当
○子ども医療費助成
　（中学3年まで）
○赤ちゃん・産婦さん全戸訪問
○産後ケア事業（ショートステイ）
○乳児用チャイルドシート貸与

○マタニティーライフ教室
○マタニティヨーガと
　母乳教室
○パパママ教室
○赤ちゃんふれあい体験

○乳児一般健康診査
○整形外科健診
○4・7・12ヵ月児健診
○1歳6ヵ月児健診
○2歳児歯科健診
○３歳児健診

○予防接種2ヵ月～

○離乳食教室
○遊びの広場
○事故防止教室
○わくわくママクラス
○つどいの広場「笑（えみ）」
○親子教室
○おやこふれあい広場

○保育園
○認定こども園
○一時保育
○保育体験「ほほえみ」

○就学児健診
○児童館
○学童保育
○新入生ブックプレゼント

○すこやか相談
○子育て相談
○リフレッシュカウンセリング事業

○子育て短期支援事業
　（ショートステイ）
○地域子育て支援拠点
○ファミリーサポートセンター
○ブックスタート（絵本プレゼント）

Children, who will take important 
r o l l s  i n  t h e  f u t u r e ,  a r e  o u r  
community treasure. Wishing all 
children can live happily, we offer 
every possible individual support 
for  who is  having a  chi ld  and 
growing a child in peace, such as 
medical bill supports, mother-child 
c lasses  he ld  in  the  munic ipa l  
offices, nursery schools in the city.

Protecting, educating, 
and passing to the future

　園
に
は
い
ろ
い
ろ
な
お
子
さ
ん
が

い
ま
す
が
、ど
の
子
も
み
ん
な
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
信
を
持
っ
て
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
、小
さ
な
成
長
や

変
化
を
見
逃
さ
ず
、声
を
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。保
育
士
に
な
っ
て

30
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、子
ど
も

が
成
長
し
て
い
く
姿
っ
て
本
当
に
素

晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
。今
も
毎
日
が

新
鮮
で
す
し
、日
々
子
ど
も
達
に
助

け
ら
れ
、勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
て
働
く

こ
と
に
、少
な
か
ら
ず
罪
悪
感
を
持
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、母
親
の
頑
張
っ
て
い
る
姿

は
、お
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
誇
り
で

す
。私
達
保
育
士
が
力
に
な
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
自
信
を
持
っ
て
社
会
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

中央市立玉穂保育園
梶田 直美 先生

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
と
い

う
の
は
、想
像
以
上
に
大
変
な
こ

と
。私
達
が
力
に
な
り
ま
す
の
で
、

自
信
を
持
っ
て
社
会
で
活
躍
し
て

く
だ
さ
い
。
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何
度
で
も
受
け
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、毎
回
多

く
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、と
っ
て
も
賑
や

か
。ママ
同
士
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
て
、

終
了
後
に
は
連
れ
立
っ
て
ラ
ン
チ
に
出
か
け

る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　社
会
復
帰
を
目
指
す
ママ
達
の
強
い
味
方

が
市
内
に
あ
る
7
つ
の
保
育
園
と
2
つ
の
認

定
こ
ど
も
園
。未
満
児
保
育
や
一
時
預
か
り

を
実
施
し
、子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　玉
穂
地
区
に
あ
る
玉
穂
保
育
園
で
は
、豊
か

な
自
然
環
境
や
広
い
園
庭
を
活
用
し
て
の
外

遊
び
や
体
操
、室
内
で
の
創
作
活
動
、「
お
べ
ん

き
ょ
う
」の
基
礎
と
な
る
読
み
書
き
や
数
の
操

作
の
指
導
と
いっ
た
日
常
的
な
活
動
に
加
え
、

隣
接
す
る
玉
穂
生
涯
学
習
館（
図
書
館
）への
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□お問合せ先
　子育て支援課　
　TEL:055-274-8557

●玉穂保育園
〒409-3815  中央市成島2387-2　
TEL:055-273-2205
乳児保育 ： 6ヶ月～　定員 ： 180人

●田富第一保育園
〒409-3841  中央市布施3015
TEL:055-273-3557
乳児保育 ： 6ヶ月～　定員 ： 180人

●田富第二保育園
〒409-3843  中央市西花輪2002
TEL:055-273-3072
乳児保育 ： 6ヶ月～　定員 ： 90人

●田富第三保育園
〒409-3842  中央市東花輪1173
TEL:055-273-6220
乳児保育 ： 6ヶ月～　定員 ： 170人

●田富北保育園
〒409-3845  中央市山之神22-59
TEL:055-273-6301
乳児保育 ： 未実施　定員 ： 80人

●豊富保育園
〒400-1513　中央市大鳥居3790
TEL:055-269-2011
乳児保育 ： 未実施　定員 ： 120人

●社会福祉法人成島 
　まみい保育園
〒409-3815　中央市成島1072-1
TEL:055-273-3522
乳児保育 ： 2ヶ月～　定員 ： 130人

●学校法人井口学園 
　認定こども園わかば幼稚園
〒409-3804　中央市井之口937-2
TEL:055-273-5737
保育時間(時間外・延長保育を含む）: 
7:30～19:00　定員 ： 280人

●学校法人中沢学園 
　みかさこども園
〒409-3844　中央市臼井阿原813-6
TEL:055-273-6386
保育時間(時間外・延長保育を含む）: 
7:30～19:00　定員 ： 202人

保 育 園

認定こども園

中央市の主な子育て支援

訪
問
や
、小
学
校
と
の
定
期
的
な
交
流
、外
部

の
指
導
者
を
招
聘
し
て
の
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
な

ど
、特
色
あ
る
活
動
も
活
発
に
行
って
い
ま
す
。

　「こ
こ
は
子
ど
も
達
に
とって
、も
う一つ
の
家

庭
。担
当
保
育
士
だ
け
で
な
く
、園
全
体
で
育

む
と
い
う
姿
勢
で
、一人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

保
育
を
心
が
け
て
い
ま
す
」と
、に
こ
や
か
に
話

す
増
田
千
代
子
園
長
先
生
。温
か
な
雰
囲
気

の
な
か
、伸
び
伸
び
元
気
に
育
つ
子
ど
も
達
。一

人
ひ
と
り
の
な
か
に
、未
来
を
造
る
確
か
な
力

が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

笑
顔
と
笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
の
保
育
園
。

一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
、「
ま
ご
こ
ろ
」の
種
が
ま
か
れ
て
い
ま
す
。
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乳児健診

積み木を楽しむ玉穂保育園の子ども達

待機児童の心配もなく、安心して子育てができます

親子リトミック

子育て（乳幼児期）

子育て（学童期）

結婚

妊娠

出産

母親学級

健診

学級・教室

相談

その他

保育園

○特定不妊治療費助成
○男性不妊治療費助成

○母子健康手帳交付
○妊婦一般健康診査受診票配布
○妊婦相談

○児童手当
○子ども医療費助成
　（中学3年まで）
○赤ちゃん・産婦さん全戸訪問
○産後ケア事業（ショートステイ）
○乳児用チャイルドシート貸与

○マタニティーライフ教室
○マタニティヨーガと
　母乳教室
○パパママ教室
○赤ちゃんふれあい体験

○乳児一般健康診査
○整形外科健診
○4・7・12ヵ月児健診
○1歳6ヵ月児健診
○2歳児歯科健診
○３歳児健診

○予防接種2ヵ月～

○離乳食教室
○遊びの広場
○事故防止教室
○わくわくママクラス
○つどいの広場「笑（えみ）」
○親子教室
○おやこふれあい広場

○保育園
○認定こども園
○一時保育
○保育体験「ほほえみ」

○就学児健診
○児童館
○学童保育
○新入生ブックプレゼント

○すこやか相談
○子育て相談
○リフレッシュカウンセリング事業

○子育て短期支援事業
　（ショートステイ）
○地域子育て支援拠点
○ファミリーサポートセンター
○ブックスタート（絵本プレゼント）

Children, who will take important 
r o l l s  i n  t h e  f u t u r e ,  a r e  o u r  
community treasure. Wishing all 
children can live happily, we offer 
every possible individual support 
for  who is  having a  chi ld  and 
growing a child in peace, such as 
medical bill supports, mother-child 
c lasses  he ld  in  the  munic ipa l  
offices, nursery schools in the city.

Protecting, educating, 
and passing to the future

　園
に
は
い
ろ
い
ろ
な
お
子
さ
ん
が

い
ま
す
が
、ど
の
子
も
み
ん
な
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
信
を
持
っ
て
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
、小
さ
な
成
長
や

変
化
を
見
逃
さ
ず
、声
を
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。保
育
士
に
な
っ
て

30
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、子
ど
も

が
成
長
し
て
い
く
姿
っ
て
本
当
に
素

晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
。今
も
毎
日
が

新
鮮
で
す
し
、日
々
子
ど
も
達
に
助

け
ら
れ
、勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
て
働
く

こ
と
に
、少
な
か
ら
ず
罪
悪
感
を
持
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、母
親
の
頑
張
っ
て
い
る
姿

は
、お
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
誇
り
で

す
。私
達
保
育
士
が
力
に
な
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
自
信
を
持
っ
て
社
会
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

中央市立玉穂保育園
梶田 直美 先生

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
と
い

う
の
は
、想
像
以
上
に
大
変
な
こ

と
。私
達
が
力
に
な
り
ま
す
の
で
、

自
信
を
持
っ
て
社
会
で
活
躍
し
て

く
だ
さ
い
。
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文
化
の
醸
成

〜
日
本
有
数
の
図
書
館
が
紡
ぐ
文
化
〜
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　「
図
書
館
は
、本
と
の
出
会
い
は
も
ち
ろ

ん
、情
報
を
発
信
し
た
り
、人
と
人
と
が
交

流
で
き
る
場
所
。私
た
ち
も
そ
う
あ
り
た
い

と
考
え
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い

　
生
後
7
ヵ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る〝
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
〞に
は
じ
ま

り
、小
学
校
入
学
時
の〝
新
入
生
ブ
ッ
ク
プ
レ

ゼ
ン
ト
〞、中
学
卒
業
時
の〝
卒
業
生
ブ
ッ
ク
プ

文化の醸成 ～日本有数の図書館が紡ぐ文化～特集 4地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

　中
央
市
に
は
、3
つ
の
図
書
館
と
学
校

を
つ
な
ぐ
仕
組
み
が
あ
り
、早
け
れ
ば
そ

の
日
の
午
後
に
別
の
図
書
館
か
ら
取
り

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、学
校
に
も

授
業
で
必
要
な
資
料
や
辞
書
、書
籍
な
ど

を
揃
え
て
届
け
て
い
ま
す
。ま
た
、県
内

は
も
ち
ろ
ん
日
本
中
の
図
書
館
と
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
か

玉穂生涯学習館司書
田中 佐智子さん

ら
、言
う
な
れ
ば
こ
こ
は
世
界
へ
の
扉
。

本
が
、知
ら
な
い
世
界
を
教
え
て
く
れ
、

人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、図

書
館
も
ま
た
、人
と
本
、人
と
人
と
を
結

び
、豊
か
な
時
間
を
過
ご
せ
る
場
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。中
央
市
の
図
書

館
は
ど
こ
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
。赤
ち
ゃ
ん

も
、小
さ
な

お
子
さ
ん

も
大
歓
迎

で
す
か
ら
、

気
兼
ね
な

く
来
館
し

て
い
た
だ

き
た
い
で

す
ね
。

「
日
本
の
図
書
館
統
計
と
名
簿
2
0
1
3
」で
、

蔵
書
冊
数
、貸
出
数
、予
算
額
、前
々
年
度
資
料
費
決
算
額
の

4
部
門
で
、堂
々
の
1
位
を
獲
得
し
た
市
立
図
書
館
。

年
間
貸
出
数
38
万
冊
を
超
え
る
日
本
一
の
図
書
館
で
、

豊
か
な
心
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
」と
話
す
玉
穂
生
涯
学
習
館
出
井
寛

館
長
。館
内
に
は
、子
育
て
関
連
の
資
料
を

集
め
た
子
育
て
支
援
コ
ー
ナ
ー
や
カ
ウ
ン
タ
ー

な
ど
ち
ょっ
と
し
た
場
所
に
も
お
す
す
め
の

本
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
と
、利
用
者
の
興

味
を
惹
く
工
夫
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
光
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
連
携
の
も
と
、子
育
て
中
の
親

子
や
小
学
生
を
対
象
に
し
た「
お
は

な
し
会
」を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
ほ

か
、成
人
を
対
象
に
し
た
文
学
教
養

講
座
や
ミ
ニ
健
康
講
座
の
開
催
、夏

休
み
に
は
親
子
で
参
加
で
き
る
教
室

を
行
っ
た
り
と
、幅
広
い
年
代
の
市
民

が
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
づ

く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

豊富図書館・児童書コーナー

田富図書館・おすすめ書籍コーナー

※
人
口
3
万
人
未
満
の
全
国
73
市
の
市
立
図
書
館
を
対
象
と
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ

教
育
機
関
と
連
携
し
、

「
読
書
好
き
」な
子
へ

レ
ゼ
ン
ト
〞と
、子
ど
も
達
の
成
長
に
寄
り
添

い
、本
と
の
出
会
い
を
提
供
し
て
い
る
中
央

市
。図
書
館
で
は
、母
親
学
級
や
乳
幼
児
健

診
で
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
や
本
の
選
び
方

を
お
母
さ
ん
に
伝
え
た
り
、児
童
館
、中
学

校
へ
も
年
齢
に
即
し
た
本
を
選
書
し
て
配
本

し
た
り
と
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
、授
業
で
必
要
な
蔵
書
を
充
実
さ

せ
る
な
ど
小
中
学
校
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

「
読
書
好
き
」な
子
を
育
ん
で
い
ま
す
。

クリスマス会や読み聞かせなどのイベントも行っている

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
、散
歩
中
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
が

手
を
つ
な
い
で…

、そ
ん
な
ふ
う
に
、誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

母親学級
妊婦さんへ、母親学級で絵本の読み聞かせの大切さの
説明と、絵本や子育てに参考になる本の紹介をします。

ブックスタート
生後7ヶ月健診の赤ちゃんへ、すこやかに成長すること
を願って、絵本を手渡します。

新入生ブックプレゼント
市内の小学1年生へ、読書に親しむきっかけとなるよう
な絵本を贈ります。

中一ブック便
市内の中学1年生へ、学級文庫として市立図書館の本
を貸出し、身近に本がある環境づくりの応援をします。

卒業生ブックプレゼント
市内の中学3年生へ、義務教育の終了を祝って、人生をよ
り豊なものにすることを願い、心の糧となる本を贈ります。
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田富図書館開館20周年記念事業、中井貴恵さんによる読み聞かせ

図書館からの子育ての応援

Our municipal library received as the top 
ranked city library in the four categories of 
“Japanese Library Statistics and Name List in 
2013,” such as in book collection number, 
book rental number, amount of budget, and 
amount of paid cost for references in the two 
fiscal years before. The Japanese number one 
library, where more than 380,000 books are 
rented, is the vital source for lively residents. 

Engendering culture
～ Cultural variations offered at 
our library that is eminent in Japan～

市
民
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
、

3
つ
の
図
書
館

学習意欲や生活習慣に関する調査

※全国平均を100としたときの中央市の平均値

国語への関心

103
104

102
103

103

102

103
104

102

106
106

100（全国平均）

108

102
111

111
115

103

106

規範意識

自尊感情

言語活動
・読解力

生活習慣

学習習慣

算数への関心

理科への関心

総合的な学習
への関心

小学生
中学生

実施日：平成27年4月　対象：小学6年生・中学3年生

※
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ど
こ
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
。赤
ち
ゃ
ん

も
、小
さ
な

お
子
さ
ん

も
大
歓
迎

で
す
か
ら
、

気
兼
ね
な

く
来
館
し

て
い
た
だ

き
た
い
で

す
ね
。

「
日
本
の
図
書
館
統
計
と
名
簿
2
0
1
3
」で
、

蔵
書
冊
数
、貸
出
数
、予
算
額
、前
々
年
度
資
料
費
決
算
額
の

4
部
門
で
、堂
々
の
1
位
を
獲
得
し
た
市
立
図
書
館
。

年
間
貸
出
数
38
万
冊
を
超
え
る
日
本
一
の
図
書
館
で
、

豊
か
な
心
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
」と
話
す
玉
穂
生
涯
学
習
館
出
井
寛

館
長
。館
内
に
は
、子
育
て
関
連
の
資
料
を

集
め
た
子
育
て
支
援
コ
ー
ナ
ー
や
カ
ウ
ン
タ
ー

な
ど
ち
ょっ
と
し
た
場
所
に
も
お
す
す
め
の

本
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
と
、利
用
者
の
興

味
を
惹
く
工
夫
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
光
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
連
携
の
も
と
、子
育
て
中
の
親

子
や
小
学
生
を
対
象
に
し
た「
お
は

な
し
会
」を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
ほ

か
、成
人
を
対
象
に
し
た
文
学
教
養

講
座
や
ミ
ニ
健
康
講
座
の
開
催
、夏

休
み
に
は
親
子
で
参
加
で
き
る
教
室

を
行
っ
た
り
と
、幅
広
い
年
代
の
市
民

が
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
づ

く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

豊富図書館・児童書コーナー

田富図書館・おすすめ書籍コーナー

※
人
口
3
万
人
未
満
の
全
国
73
市
の
市
立
図
書
館
を
対
象
と
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ

教
育
機
関
と
連
携
し
、

「
読
書
好
き
」な
子
へ

レ
ゼ
ン
ト
〞と
、子
ど
も
達
の
成
長
に
寄
り
添

い
、本
と
の
出
会
い
を
提
供
し
て
い
る
中
央

市
。図
書
館
で
は
、母
親
学
級
や
乳
幼
児
健

診
で
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
や
本
の
選
び
方

を
お
母
さ
ん
に
伝
え
た
り
、児
童
館
、中
学

校
へ
も
年
齢
に
即
し
た
本
を
選
書
し
て
配
本

し
た
り
と
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
、授
業
で
必
要
な
蔵
書
を
充
実
さ

せ
る
な
ど
小
中
学
校
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

「
読
書
好
き
」な
子
を
育
ん
で
い
ま
す
。

クリスマス会や読み聞かせなどのイベントも行っている

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
、散
歩
中
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
が

手
を
つ
な
い
で…

、そ
ん
な
ふ
う
に
、誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

母親学級
妊婦さんへ、母親学級で絵本の読み聞かせの大切さの
説明と、絵本や子育てに参考になる本の紹介をします。

ブックスタート
生後7ヶ月健診の赤ちゃんへ、すこやかに成長すること
を願って、絵本を手渡します。

新入生ブックプレゼント
市内の小学1年生へ、読書に親しむきっかけとなるよう
な絵本を贈ります。

中一ブック便
市内の中学1年生へ、学級文庫として市立図書館の本
を貸出し、身近に本がある環境づくりの応援をします。

卒業生ブックプレゼント
市内の中学3年生へ、義務教育の終了を祝って、人生をよ
り豊なものにすることを願い、心の糧となる本を贈ります。

地域
創生

まち

みどり

しごと

ひと

田富図書館開館20周年記念事業、中井貴恵さんによる読み聞かせ

図書館からの子育ての応援

Our municipal library received as the top 
ranked city library in the four categories of 
“Japanese Library Statistics and Name List in 
2013,” such as in book collection number, 
book rental number, amount of budget, and 
amount of paid cost for references in the two 
fiscal years before. The Japanese number one 
library, where more than 380,000 books are 
rented, is the vital source for lively residents. 

Engendering culture
～ Cultural variations offered at 
our library that is eminent in Japan～

市
民
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
、

3
つ
の
図
書
館

学習意欲や生活習慣に関する調査

※全国平均を100としたときの中央市の平均値

国語への関心

103
104

102
103

103

102

103
104

102

106
106

100（全国平均）

108

102
111

111
115

103

106

規範意識

自尊感情

言語活動
・読解力

生活習慣

学習習慣

算数への関心

理科への関心

総合的な学習
への関心

小学生
中学生

実施日：平成27年4月　対象：小学6年生・中学3年生

※



 

富
士
山
を
背
景
に
、美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
田
富

地
区
。そ
の
真
ん
中
に
位
置
す
る「
た
・
か
ら
」に
は
、生

産
者
が
畑
か
ら
直
接
運
ん
で
く
る
、採
り
た
て
、も
ぎ
た

て
、掘
り
た
て
の
野
菜
や
果
物
が
、彩
り
豊
か
に
並
ん
で

い
ま
す
。

　ブ
ロ
グ「
農
産
物
直
売
所 

た
・
か
ら
日
記
」で
は
生
産
者

で
あ
る
組
合
員
を
ご
紹
介
。作
り
手
の
顔
が
わ
か
る
安

心
・
安
全
な
野
菜
と
し
て
も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　毎
月
第
4
水
曜
日
を「
た
・
か
ら
の
日
」、開
業
日
で
あ

る
5
月
23
日
を「
創
業
祭
」と
し
て
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
27
年
12
月
に
は
来
場
者

が
1
5
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　朝
採
り
野
菜
を
は
じ
め
、中
央
市
が
誇
る
特
産
品
が
ず

ら
り
と
並
ぶ
農
産
物
直
売
所
。新
た
な
特
産
品
の
開
発

や
、農
産
物
の
加
工
・
販
売
を
生
産
者
自
ら
手
掛
け
る「
6

次
産
業
化
」に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、珍
し
い
野
菜
や
加

工
品
に
も
出
会
え
ま
す
。豊
富
地
区
で
飼
育
さ
れ
た
高
品

質
な
豚
肉
を
、ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
加
工
し
て
販
売
す

る「
与
一
味
工
房
」、新
鮮
な
地
元
産
野
菜
や
ブ
ラ
ン
ド
豚

甲
州
富
士
桜
ポ
ー
ク
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や

「
青
春
の
ト
マ
ト
焼
そ
ば
」が
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
、併
設
の
施
設
も
充
実
。収
穫
体

験
も
楽
し
め
る「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

収
穫
祭
」を
は
じ
め
、年
間
を
通
し

て
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
も
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　日
帰
り
入
浴
も
で
き
る
全
国

有
数
の
高
ア
ル
カ
リ
温
泉
と
、陶

芸
、つ
む
ぎ
織
り
、繭
工
芸
が
楽
し

め
る
体
験
工
房
、そ
し
て
、甲
州
富
士
桜
ポ
ー
ク
を

は
じ
め
、新
鮮
な
地
元
食
材
が
存
分
に
味
わ
え
る

レ
ス
ト
ラ
ン
を
携
え
た
宿
泊
施
設
。近
く
に
は
、甲

斐
源
氏
の
武
将
浅
利
与
一
の
名
を
冠
し
た「
与
一
弓

道
場
」が
あ
り
、例
年
10
月
に
は
弓
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　一
方
隣
に
あ
る
の
は
、民
具
や
農
具
を
中
心
に

7
5
0
0
点
以
上
の
収
蔵
資
料
を
持
つ「
豊
富
郷
土

資
料
館
」。こ
の
地
域
の
昔
の
暮
ら
し
や
、養
蚕
の
歴

史
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
蚕
も
飼
っ
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
豊
富
地
区

（
旧
豊
富
村
）は
、見

渡
す
限
り
桑
畑
が
広
が
り
住
民
の
大
部
分
が

養
蚕
業
に
従
事
す
る
、全
国
屈
指
の
養
蚕
地
帯

で
し
た
。最
盛
期
の
1
9
7
0
年
頃
に
は
、約

7
0
0
軒
の
養
蚕
農
家
が
生
糸
の
原
料
と
な
る

繭
を
生
産
・
出
荷
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。80
年

代
に
入
り
、低
価
格
の
輸
入
品
の
普
及
や
農
家

の
高
齢
化
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、豊
富
郷
土
資
料
館
で
、蚕
と
と
も
に
生
き
た

農
家
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
有
数
の
繭
の
生
産
地
だ
っ
た

歴
史
を
今
に
伝
え
る

シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ

道
の
駅
と
よ
と
み

四
季
新
鮮
収
穫
広
場

「
た
・
か
ら
」農
産
物
直
売
所

養
蚕
の
歴
史

直
売
所
甲
子
園
2
0
0
9
　

初
代
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

農
薬
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
栽
培
の
ト
マ
ト
が
人
気
！

シルクふれんどりぃの高アルカリ性硫酸温泉豊富郷土資料館

上：道の駅とよとみ外観　下：スイートコ―ン収穫祭

たかあさり　よいち

農産物直売所

上：「た・から」外観　下：新鮮な野菜が並ぶ直売所

施

設

紹

介

日本の真ん中、人が真ん中！中央市

実り豊かな生活文化都市を目指して

活力と交流の
拠点づくり

やすらぎの
拠点づくり

暮らしの
拠点づくり

自治力の
拠点づくり

中央市が掲げる将来像―。
それはすべての市民が豊かで快適な生活を送ることができる「実り豊かな生活文化都市」です。

その将来像を現実のものにするため、

「自立した活力ある市の創造」「自治力の確かな市の創造」
「文化度の高い市の創造」「やすらぎとふれあいのある市の創造」の

４つを基本理念に据えています。
　さらに将来像と基本理念を達成するための基本政策として、

「自治力の拠点づくり」「暮らしの拠点づくり」「やすらぎの拠点づくり」「活力と交流の拠点づくり」を進めています。

浅利与一

中央市のキャラクター紹介

鎌倉時代に豊富地区を領有して
いた甲斐源氏の武将 浅利与一
義成公。壇ノ浦の戦いでも活躍し
た弓の名手で、「三与一」の一人
と称されています。

とまチュウ
市内のとある農園で生まれたトマ
トの妖精。中央市や特産品のＰＲ
に奔走する、中央市商工会青年
部所属の女の子です。

お高やん
明治初期、田富地区で生まれた
美声の持ち主。釜無川築堤工事
の際、美しい歌声で『粘土節』の
音頭をとり、村人を勇気づけて、
難工事を完成させました。
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チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

農
薬
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
栽
培
の
ト
マ
ト
が
人
気
！

シルクふれんどりぃの高アルカリ性硫酸温泉豊富郷土資料館

上：道の駅とよとみ外観　下：スイートコ―ン収穫祭

たかあさり　よいち

農産物直売所

上：「た・から」外観　下：新鮮な野菜が並ぶ直売所

施

設

紹

介

日本の真ん中、人が真ん中！中央市

実り豊かな生活文化都市を目指して

活力と交流の
拠点づくり

やすらぎの
拠点づくり

暮らしの
拠点づくり

自治力の
拠点づくり

中央市が掲げる将来像―。
それはすべての市民が豊かで快適な生活を送ることができる「実り豊かな生活文化都市」です。

その将来像を現実のものにするため、

「自立した活力ある市の創造」「自治力の確かな市の創造」
「文化度の高い市の創造」「やすらぎとふれあいのある市の創造」の

４つを基本理念に据えています。
　さらに将来像と基本理念を達成するための基本政策として、

「自治力の拠点づくり」「暮らしの拠点づくり」「やすらぎの拠点づくり」「活力と交流の拠点づくり」を進めています。

浅利与一

中央市のキャラクター紹介

鎌倉時代に豊富地区を領有して
いた甲斐源氏の武将 浅利与一
義成公。壇ノ浦の戦いでも活躍し
た弓の名手で、「三与一」の一人
と称されています。

とまチュウ
市内のとある農園で生まれたトマ
トの妖精。中央市や特産品のＰＲ
に奔走する、中央市商工会青年
部所属の女の子です。

お高やん
明治初期、田富地区で生まれた
美声の持ち主。釜無川築堤工事
の際、美しい歌声で『粘土節』の
音頭をとり、村人を勇気づけて、
難工事を完成させました。
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ロ
ビ
ー
に
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
や
ソ
フ
ァ
、多
言

語
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
案
内
板
、ポ
ル
ト
ガ

ル
語
や
手
話
の
通
訳
者
を
配
す
な
ど
、す
べ
て

の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
す
す
め
て
い
ま
す
。平
成
28
年
4
月
に

は
、住
民
票
や
戸
籍
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

も
始
ま
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
成
功
す
る
一
方
、コ
ン
ビ
ニ
収

納
を
実
施
す
る
な
ど
、収
納
の
利
便
性
を
高
め

る
こ
と
で
税
金
の
徴
収
率
も
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、財
政
状
況
は
安
定
し
て
い
ま
す
。今
後
も
引

き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

職
員
研
修
や
人
事
交
流
を
通
し
て
、職
員
の
能

力
、資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

中央市役所田富庁舎

効率的で温かみのある
市役所の創造 自治力の

拠点づくり

　
市
で
は
市
民
生
活
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す

計
画
や
条
例
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
決
め
る
際

に「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
」を
導
入
し

て
お
り
、市
長
と
直
接
話
が
で
き
る「
市
民
と

市
長
の
対
話
室
」や「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
意
見
を
送
付
で
き
る「
市

長
へ
の
手
紙
」な
ど
を
通
し
て
広
く
市
民
の
皆

様
の
意
見
や
提
案
を
お
聞
き
し
、積
極
的
に
市

政
に
反
映
し
て
い
ま
す
。ま
た
、未
来
を
担
う
子

ど
も
達
と
市
長
が
直
接
意
見
交
換
す
る「
小
中

学
生
と
市
長
の
対
話
室
」は
10
年
目
を
迎
え
、

夏
休
み
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

住民参加のまちづくり 自治力の
拠点づくり

玉穂庁舎
ポルトガル語の
通訳

やまなしのへそブログ

タウンミーティング

小中学生と市長の対話室

玉穂庁舎手話の通訳

市民の皆様にとって、頼りになる身近な存在であり続けるため、
行政運営のさらなる効率化、財政運営の健全化、職員の資質向上、

誰もが利用しやすい環境の整備に取り組んでいます。

さまざまな媒体を活用した双方向での情報共有化を推進し、
市政運営に市民の皆様の声を積極的に反映するとともに、
民間企業やＮＰＯ、自治会等との協働もすすめています。

　
現
在
、市
で
は
、田
富
庁
舎
の

増
改
築
を
含
む
庁
舎
整
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。誕
生
か
ら
10

年
、既
存
庁
舎
を
活
用
し
た
3

庁
舎
体
制
で
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、今
後
は「
効
率
的
で
温
か

い
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
協
働
拠
点
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、田
富
庁
舎
を
本
庁
舎
と
す

る
１
本
庁
舎
２
支
所
体
制
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中央市のホームページ

　
一
方
、民
間
企
業
や
N
P
O
法
人
と
の
協
働

が
す
す
む
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

も
、利
用
状
況
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運

営
体
制
の
見
直
し
を
適
宜
行
う
な
ど
、よ
り
多

く
の
方
に
活
用
さ
れ
る
公
共
施
設
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、市
民
の
皆
様
が
自
治
意
識
を
持

ち
、
主
体
的
に
自
治
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
双
方
向
で
の
情

報
共
有
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、自
治
会
な
ど

自
治
組
織
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

広報

広
聴 ホームページから送付できる

「市長への手紙」
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「市長への手紙」



24

　市
内
に
あ
る
2
つ
の
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
整
備

と
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
と
ま
チ
ュ
ウ
バ
ス
）

の
運
行
に
よ
り
、交
通
網
の
利
便
性
の
向
上
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。す
で
に
市
民
の
足
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
”と
ま
チ
ュ
ウ
バ
ス
“で

は
、定
期
的
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
目
指
し
て
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
7
年
の
開
業
を
目
指
し
、リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
建
設
事
業
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

本
市
隣
接
地
に
リ
ニ
ア
新
駅
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
、期
待
と
と
も
に
、新
た
な
課

題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
見
据
え
、市
民
の
皆
様
の
声
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、Ｊ
Ｒ
駅
と
の
交
通
連
携
の
強
化

こころ豊かな暮らしへの
舞台づくり 暮らしの

拠点づくり

　中
央
市
の
外
国
籍
住
民
の
登
録
者
数
は
、平

成
28
年
1
月
現
在
で
1
3
5
6
名
。ブ
ラ
ジ
ル

を
は
じ
め
、ベ
ト
ナ
ム
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、中
国
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
を
持
つ
人
々
が
家
族
で

生
活
し
て
お
り
、市
内
の
小
中
学
校
や
保
育
園

に
外
国
籍
児
童
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
な
ど
、

多
様
な
文
化
が
日
常
生
活
の
な
か
に
溶
け
込

ん
で
い
ま
す
。

　市
で
は
、国
際
交
流
協
会
や
N
P
O
法
人
な

ど
と
連
携
し
、行
政
情
報
や
災
害
時
の
情
報
伝

達
手
段
の
多
言
語
化
を
行
う
と
と
も
に
、学
習

支
援
教
室
や
日
本
語
教
室
、外
国
人
法
律
相
談

所
を
開
設
す
る
な
ど
、円
滑
な
市
民
生
活
を
支

援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、在
住
外
国
人
と
の
交

流
会「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ち
ゅ
う
お
う
」や
山
梨

大
学
の
留
学
生
と
の「
た
べ
も
の
異
文
化
交
流

会
」と
い
っ
た
、外
国
籍
住
民
が
多
い
地
域
特
性

を
活
か
し
た
身
近
な
国
際
交
流
の
機
会
を
設

け
る
な
ど
、相
互
の
理
解
と
共
生
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

 

一
方
、未
来
を
担
う
中
学
生
に
は
、海
外
語
学

研
修
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
。国
際
感

覚
豊
か
な
人
材

の
育
成
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

多様な文化とのふれあい 自治力の
拠点づくり

中学生海外語学研修 中学生海外語学研修でケアンズ市役所（オーストラリア）を表敬訪問

新山梨環状道路により利便性が向上

通勤通学に利用される東花輪駅

市民の足、とまチュウバス

久保団地

ポルトガル語版情報誌
「MANAKA」

日本語教室 外国籍の住民との交流会「フレンドシップちゅうおう」

外国籍住民の多い地域特性を活かし国際交流を推進。
多様な文化の理解と共生をすすめる一方、海外での語学研修を実施するなど、

国際感覚豊かな人材の育成にも取り組んでいます。

自然景観や田園風景と、都市的景観の融合する中央市らしい景観を守りつつ、
インフラを整備して、さらに住みやすい住環境づくりに取り組んでいます。

や
公
共
バ
ス
と
の
連
携
、公
共
施
設
、ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
と
い
っ
た
開
発
計
画
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　市
内
の
Ｊ
Ｒ
身
延
線「
東
花
輪
駅
」と「
小
井
川

駅
」は
、多
く
の
市
民
の
通
勤
通
学
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。市
で
は
、駐
輪
場
の
整
備
や
送
迎
車
専
用

レ
ー
ン
に
よ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
化
な
ど
、駅
周
辺
を

整
備
し
、利
用
者
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　都
市
計
画
に
基
づ
き
生
活
道
路
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、橋
梁
、歩
道
に
つ
い
て
も
、必

要
に
応
じ
て
補
強
や
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、現
在
2
6
9
戸
あ
る
市
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
や
改
築
を
順

次
施
し
、安
全
で
快
適
な
住
空
間
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

小井川駅の通学風景



25

　市
内
に
あ
る
2
つ
の
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
整
備

と
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
と
ま
チ
ュ
ウ
バ
ス
）

の
運
行
に
よ
り
、交
通
網
の
利
便
性
の
向
上
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。す
で
に
市
民
の
足
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
”と
ま
チ
ュ
ウ
バ
ス
“で

は
、定
期
的
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
目
指
し
て
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
7
年
の
開
業
を
目
指
し
、リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
建
設
事
業
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

本
市
隣
接
地
に
リ
ニ
ア
新
駅
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
、期
待
と
と
も
に
、新
た
な
課

題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
見
据
え
、市
民
の
皆
様
の
声
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、Ｊ
Ｒ
駅
と
の
交
通
連
携
の
強
化

こころ豊かな暮らしへの
舞台づくり 暮らしの

拠点づくり

　中
央
市
の
外
国
籍
住
民
の
登
録
者
数
は
、平

成
28
年
1
月
現
在
で
1
3
5
6
名
。ブ
ラ
ジ
ル

を
は
じ
め
、ベ
ト
ナ
ム
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、中
国
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
を
持
つ
人
々
が
家
族
で

生
活
し
て
お
り
、市
内
の
小
中
学
校
や
保
育
園

に
外
国
籍
児
童
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
な
ど
、

多
様
な
文
化
が
日
常
生
活
の
な
か
に
溶
け
込

ん
で
い
ま
す
。

　市
で
は
、国
際
交
流
協
会
や
N
P
O
法
人
な

ど
と
連
携
し
、行
政
情
報
や
災
害
時
の
情
報
伝

達
手
段
の
多
言
語
化
を
行
う
と
と
も
に
、学
習

支
援
教
室
や
日
本
語
教
室
、外
国
人
法
律
相
談

所
を
開
設
す
る
な
ど
、円
滑
な
市
民
生
活
を
支

援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、在
住
外
国
人
と
の
交

流
会「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ち
ゅ
う
お
う
」や
山
梨

大
学
の
留
学
生
と
の「
た
べ
も
の
異
文
化
交
流

会
」と
い
っ
た
、外
国
籍
住
民
が
多
い
地
域
特
性

を
活
か
し
た
身
近
な
国
際
交
流
の
機
会
を
設

け
る
な
ど
、相
互
の
理
解
と
共
生
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

 

一
方
、未
来
を
担
う
中
学
生
に
は
、海
外
語
学

研
修
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
。国
際
感

覚
豊
か
な
人
材

の
育
成
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

多様な文化とのふれあい 自治力の
拠点づくり

中学生海外語学研修 中学生海外語学研修でケアンズ市役所（オーストラリア）を表敬訪問

新山梨環状道路により利便性が向上

通勤通学に利用される東花輪駅

市民の足、とまチュウバス

久保団地

ポルトガル語版情報誌
「MANAKA」

日本語教室 外国籍の住民との交流会「フレンドシップちゅうおう」

外国籍住民の多い地域特性を活かし国際交流を推進。
多様な文化の理解と共生をすすめる一方、海外での語学研修を実施するなど、

国際感覚豊かな人材の育成にも取り組んでいます。

自然景観や田園風景と、都市的景観の融合する中央市らしい景観を守りつつ、
インフラを整備して、さらに住みやすい住環境づくりに取り組んでいます。

や
公
共
バ
ス
と
の
連
携
、公
共
施
設
、ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
と
い
っ
た
開
発
計
画
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　市
内
の
Ｊ
Ｒ
身
延
線「
東
花
輪
駅
」と「
小
井
川

駅
」は
、多
く
の
市
民
の
通
勤
通
学
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。市
で
は
、駐
輪
場
の
整
備
や
送
迎
車
専
用

レ
ー
ン
に
よ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
化
な
ど
、駅
周
辺
を

整
備
し
、利
用
者
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　都
市
計
画
に
基
づ
き
生
活
道
路
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、橋
梁
、歩
道
に
つ
い
て
も
、必

要
に
応
じ
て
補
強
や
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、現
在
2
6
9
戸
あ
る
市
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
や
改
築
を
順

次
施
し
、安
全
で
快
適
な
住
空
間
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

小井川駅の通学風景
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快適で環境に配慮した
社会の実現 暮らしの

拠点づくり

安全・安心の地域づくり 暮らしの
拠点づくり

　
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
実
現

に
向
け
、市
内
自
治
会
と
の
連
携
の
も
と
、ご

み
の
分
別
回
収
と
３
Ｒ
運
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。定
期
的
な
回
収
に
加
え
、24

時
間
受
付
可
能
な
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
、携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
使
用

済
み
小
型
家
電
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
、市
役
所
の

各
庁
舎
に
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、す
で
に

公
共
施
設
へ
の
導
入
が
す
す
ん
で
い
る
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
は
、補
助
金
を
支
給
す
る
な

ど
個
人
住
宅
へ
の
普
及
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、生
ご
み
の
分
別
回
収
と
ご
み
の
減
量

化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、生
ご
み
処
理
機
器

な
ど
の
購
入
に
際
し
補
助
金
を
助
成
し
て
い

ま
す
。市
内
豊
富
地
区
に
あ
る「
豊
富
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」で
は
、生
活
排
水
か
ら
出
る
汚

泥
と
生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
生
成
し
、「
と
よ
と

み
ク
リ
ー
ン
」の
名
で
市
内
各
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
化
や
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、「
防
災
講
習
会
」や「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」を
開
催
す
る
な
ど
地
域
を
核
と
し

た
防
災
体
制
の
確
立
に
も
努
め
て
い
ま
す
。ま

た
、市
医
師
会
と
は
災
害
時
の
医
療
救
護
所
の

設
置
を
締
結
し
て
お
り
、発
災
時
に
迅
速
な
救

命
活
動
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。一
方
、外
国
籍
住
民
や
要
介
護
者
、高
齢
者

な
ど
、自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思

わ
れ
る
要
配
慮
者
に
つ
い
て
も
、自
治
会
、民
生

委
員
、消
防
団
と
の
連
携
の
も
と「
中
央
市
災

害
時
要
援
護
者
台
帳
」を
構
築
し
、万
が
一
の
事

態
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

防災リーダー養成講座

とよとみクリーンセンター外観 便利な24時間リサイクル集積所

田富第一保育園に設置された太陽光パネル

庁舎に設置されている使用済み小型家電回収ボックス

３Ｒ運動や新エネルギーの活用を積極的に推進。
豊富地区では、生活排水や生ごみを衛生堆肥に加工して販売するなど、

循環型社会の実現に向けた取り組みがすすんでいます。

「自分たちのまちは自分たちで守る」を合言葉に、地域力を高め、
災害や犯罪に強い、安全安心な地域づくりをすすめています。

衛生堆肥「とよとみクリーン」

　
交
通
安
全
と
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、駐
在

所
を「
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
、地
域

防
犯
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、小
学
生
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
た

「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」の
実
施
、地
域
の
子

ど
も
達
を
守
る「
子
ど
も
守
り
隊
」の
活
躍
な

ど
、市
民
相
互
の
連
携
に
よ
る
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

交通安全街頭指導

地域と連携して実施される防災訓練 地域の安全を守る消防団

地域ボランティア「子ども守り隊」
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快適で環境に配慮した
社会の実現 暮らしの

拠点づくり

安全・安心の地域づくり 暮らしの
拠点づくり

　
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
実
現

に
向
け
、市
内
自
治
会
と
の
連
携
の
も
と
、ご

み
の
分
別
回
収
と
３
Ｒ
運
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。定
期
的
な
回
収
に
加
え
、24

時
間
受
付
可
能
な
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
、携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
使
用

済
み
小
型
家
電
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
、市
役
所
の

各
庁
舎
に
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、す
で
に

公
共
施
設
へ
の
導
入
が
す
す
ん
で
い
る
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
は
、補
助
金
を
支
給
す
る
な

ど
個
人
住
宅
へ
の
普
及
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、生
ご
み
の
分
別
回
収
と
ご
み
の
減
量

化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、生
ご
み
処
理
機
器

な
ど
の
購
入
に
際
し
補
助
金
を
助
成
し
て
い

ま
す
。市
内
豊
富
地
区
に
あ
る「
豊
富
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」で
は
、生
活
排
水
か
ら
出
る
汚

泥
と
生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
生
成
し
、「
と
よ
と

み
ク
リ
ー
ン
」の
名
で
市
内
各
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
化
や
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、「
防
災
講
習
会
」や「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」を
開
催
す
る
な
ど
地
域
を
核
と
し

た
防
災
体
制
の
確
立
に
も
努
め
て
い
ま
す
。ま

た
、市
医
師
会
と
は
災
害
時
の
医
療
救
護
所
の

設
置
を
締
結
し
て
お
り
、発
災
時
に
迅
速
な
救

命
活
動
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。一
方
、外
国
籍
住
民
や
要
介
護
者
、高
齢
者

な
ど
、自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思

わ
れ
る
要
配
慮
者
に
つ
い
て
も
、自
治
会
、民
生

委
員
、消
防
団
と
の
連
携
の
も
と「
中
央
市
災

害
時
要
援
護
者
台
帳
」を
構
築
し
、万
が
一
の
事

態
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

防災リーダー養成講座

とよとみクリーンセンター外観 便利な24時間リサイクル集積所

田富第一保育園に設置された太陽光パネル

庁舎に設置されている使用済み小型家電回収ボックス

３Ｒ運動や新エネルギーの活用を積極的に推進。
豊富地区では、生活排水や生ごみを衛生堆肥に加工して販売するなど、

循環型社会の実現に向けた取り組みがすすんでいます。

「自分たちのまちは自分たちで守る」を合言葉に、地域力を高め、
災害や犯罪に強い、安全安心な地域づくりをすすめています。

衛生堆肥「とよとみクリーン」

　
交
通
安
全
と
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、駐
在

所
を「
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
、地
域

防
犯
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、小
学
生
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
た

「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」の
実
施
、地
域
の
子

ど
も
達
を
守
る「
子
ど
も
守
り
隊
」の
活
躍
な

ど
、市
民
相
互
の
連
携
に
よ
る
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

交通安全街頭指導

地域と連携して実施される防災訓練 地域の安全を守る消防団

地域ボランティア「子ども守り隊」
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妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
わ
た
り
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
整
備
し
、
母
親
ら
が
安

心
し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

に
、市
内
に
あ
る
公
立
保
育
園
６
園
と
私
立
保

育
園
1
園
、加
え
て
認
定
こ
ど
も
園
2
園
を
中

心
に
、延
長
保
育
、一
時
預
か
り
な
ど
を
実
施
。

増
加
傾
向
に
あ
る
未
満
児
保
育
に
も
、定
員
の

増
加
や
一
時
預
か
り
を
担
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
対
応
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、高
齢
者
に
は
、い
つ
ま
で
も
気
力
体
力

が
充
実
し
た
元
気
な
姿
で
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、自
治
会
と
の
連
携
の
も
と
、多
様
な
公
民

館
活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。ま
た
、自
分
で

歩
い
て
行
け
る
身
近
な
場
所
で
の
サ
ロ
ン
づ
く

り
も
す
す
め
て
お
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と

し
て
他
者
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、学
習
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
や
発
達
障
が
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
教
育
機
関
へ
の
派
遣

な
ど
、相
談
体
制
も
強
化
し
、誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

生きがいと安らぎの福祉 やすらぎの
拠点づくり

健やかな暮らしの実現 やすらぎの
拠点づくり

 
県
内
唯
一
の
先
端
医
療
機
関
で
あ
る
山
梨
大

学
医
学
部
附
属
病
院
を
中
心
に
、市
内
に
は
内

科
、外
科
、小
児
科
、耳
鼻
科
、眼
科
、精
神
科
、

歯
科
な
ど
多
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
業
し
て
お

り
、安
心
し
て
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、早
く
か
ら
疾
病
予
防
や
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
推
進
し
、安
心
し
て
在

宅
介
護
・
療
養
が
で
き
る
環
境
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

安心と信頼の医療体制 やすらぎの
拠点づくり

赤ちゃん抱っこ体験

親子教室での読み聞かせ 安心して子育てができる環境を提供しています

山梨大学医学部附属病院の新病棟 料理教室みんなで集い交流を持つことが元気の源に

できあがった料理の
レシピも配られます

健康体操サークルで楽しく無理なく運動 玉穂保育園のお絵描きの時間「じょうずに描けたかな？」

ヘルシー栄養教室

年齢、性別、障がいの有無にかかわらず、
すべての市民が住み慣れたこの地域で安心して生き生き暮らしつづけるよう、

地域とも連携を取りながら環境づくりをすすめています。

子どもの笑顔がいっぱいな中央市。
年齢をかさねても幸せな中央市をめざします。

山梨大学医学部附属病院を中心に、多くの医療機関が存在する中央市。
医療機関とも連携しながら、疾病予防や健康づくりに取り組むなど、

市民の健康的な生活を支援しています。

　
市
で
は
中
学
三
年
生
を
対
象
に「
思
春
期

ふ
れ
あ
い
教
室
〜
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。命
の
大
切
さ
、育
児

の
大
変
さ
を
実
感
し
、親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
養
う
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　
各
種
健
康
診
断
や
保
健
指
導
、健
康
教
室

を
開
催
し
、「
健
康
長
寿
」を
め
ざ
し
た
健
康

づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
わ
た
り
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
整
備
し
、
母
親
ら
が
安

心
し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

に
、市
内
に
あ
る
公
立
保
育
園
６
園
と
私
立
保

育
園
1
園
、加
え
て
認
定
こ
ど
も
園
2
園
を
中

心
に
、延
長
保
育
、一
時
預
か
り
な
ど
を
実
施
。

増
加
傾
向
に
あ
る
未
満
児
保
育
に
も
、定
員
の

増
加
や
一
時
預
か
り
を
担
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
対
応
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、高
齢
者
に
は
、い
つ
ま
で
も
気
力
体
力

が
充
実
し
た
元
気
な
姿
で
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、自
治
会
と
の
連
携
の
も
と
、多
様
な
公
民

館
活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。ま
た
、自
分
で

歩
い
て
行
け
る
身
近
な
場
所
で
の
サ
ロ
ン
づ
く

り
も
す
す
め
て
お
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と

し
て
他
者
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、学
習
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
や
発
達
障
が
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
教
育
機
関
へ
の
派
遣

な
ど
、相
談
体
制
も
強
化
し
、誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

生きがいと安らぎの福祉 やすらぎの
拠点づくり

健やかな暮らしの実現 やすらぎの
拠点づくり

 

県
内
唯
一
の
先
端
医
療
機
関
で
あ
る
山
梨
大

学
医
学
部
附
属
病
院
を
中
心
に
、市
内
に
は
内

科
、外
科
、小
児
科
、耳
鼻
科
、眼
科
、精
神
科
、

歯
科
な
ど
多
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
業
し
て
お

り
、安
心
し
て
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、早
く
か
ら
疾
病
予
防
や
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
推
進
し
、安
心
し
て
在

宅
介
護
・
療
養
が
で
き
る
環
境
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

安心と信頼の医療体制 やすらぎの
拠点づくり

赤ちゃん抱っこ体験

親子教室での読み聞かせ 安心して子育てができる環境を提供しています

山梨大学医学部附属病院の新病棟 料理教室みんなで集い交流を持つことが元気の源に

できあがった料理の
レシピも配られます

健康体操サークルで楽しく無理なく運動 玉穂保育園のお絵描きの時間「じょうずに描けたかな？」

ヘルシー栄養教室

年齢、性別、障がいの有無にかかわらず、
すべての市民が住み慣れたこの地域で安心して生き生き暮らしつづけるよう、

地域とも連携を取りながら環境づくりをすすめています。

子どもの笑顔がいっぱいな中央市。
年齢をかさねても幸せな中央市をめざします。

山梨大学医学部附属病院を中心に、多くの医療機関が存在する中央市。
医療機関とも連携しながら、疾病予防や健康づくりに取り組むなど、

市民の健康的な生活を支援しています。

　
市
で
は
中
学
三
年
生
を
対
象
に「
思
春
期

ふ
れ
あ
い
教
室
〜
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。命
の
大
切
さ
、育
児

の
大
変
さ
を
実
感
し
、親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
養
う
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
　
各
種
健
康
診
断
や
保
健
指
導
、健
康
教
室

を
開
催
し
、「
健
康
長
寿
」を
め
ざ
し
た
健
康

づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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市
内
に
は
、小
学
校
6
校
と
中
学
校
2
校
が

あ
り
、落
ち
着
い
た
環
境
の
も
と
、バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、独

自
に
採
用
し
た
教
員
、特
別
支
援
教
員
を
各
校

に
配
置
し
き
め
細
や
か
な
教
育
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、外
国
籍
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
通

訳
派
遣
や
学
習
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
23
年
に
全
小
中
学
校
共
通
の
取
り
組
み

と
し
て
始
ま
っ
た「
子
ど
も
が
作
る
中
央
市
弁

当
の
日
」は
、今
や
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

お
弁
当
作
り
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
が
、良
好

な
親
子
関
係
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、家
庭
と

学
校
の
連
携
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、保
存
会
の
方
々
か
ら
直
々
に
指
導
を

受
け
る「
粘
土
節
」の
授
業（
田
富
小
学
校
）を

は
じ
め
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る

授
業
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、中
学
校
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生

か
し
た
部
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、関

東
大
会
や
全
国
大
会
出
場
と
い
っ
た
顕
著
な
活

躍
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

まごころをはぐくむ教育 やすらぎの
拠点づくり

　
図
書
館
と

の
連
携
に
よ

る
本
好
き
な
子

を
育
て
る
取
り

組
み
や
、
民
間

企
業
や
N
P
O

法
人
、県
内
各
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
な
ど
と
の

協
働
に
よ
る
「
放

課
後
子
ど
も
教

室
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
成
人
教
育
と
し
て
は
、生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、高
齢
者

学
習
に
特
化
し
た「
ま
ご
こ
ろ
学
園
」で
も
、高

い
レ
ベ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
、地
域

の
文
化
創
造
の
拠
点
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま

す
。専
門
的
な
知
識
を
持
つ
市
民
が
講
師
を
担

当
す
る
な
ど
、新
た
な
生
き
が
い
の
創
出
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
内
の
文
化
財
を

巡
る「
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」や「
歴
史
文

化
講
座
」の
開
催
、小
学
校
の
地
域
学
習
や
高

齢
者
の
学
習
会
を
通
し
て
、郷
土
へ
の
理
解
を

深
め
郷
土
愛
を
育
む
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

も
盛
ん
で
す
。市
で
は
、誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
よ
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、施
設
の
整
備
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

あらゆる世代への学びの提供 やすらぎの
拠点づくり

明日を担う商工業の振興 活力と交流の
拠点づくり

　
圏
央
道
お
よ
び
北
関
東
道
路
の
開
通
に
よ
り

北
関
東
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上

し
た
こ
と
か
ら
、本
市
の
評
価
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。現
在
、市
内
に
あ
る
３
つ
の
工
業
団
地
に
は

大
手
優
良
企
業
が
並
び
、空
き
地
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、経
営
方
針
の
転
換
や
撤
退
な

ど
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
機
敏
に
対
応
で
き
る
よ

う
、今
後
も
優
良
企
業
の
誘
致
を
続
け
、雇
用
の

安
定
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、山
梨
大
学
と
の
包
括
的
連
携
協
定
に

加
え
、本
市
に
あ
る
多
様
な
業
種
の
企
業
群
と

山
梨
大
学
が
参
加
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設

立
す
る
な
ど
、産
学
官
の
連
携
強
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、製
品
開
発
や
特
許
を
有
効
活
用

し
、産
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
一
方
、商
業
に
つ
い
て
は
、商
工
会
を
中
心
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
。青
年
部
が
推
進
す
る
活

性
化
策「
中
央
市
ま
ち
づ
く
り
ト
マ
ト
計
画
」か

ら
、看
板
メ
ニ
ュ
ー「
青
春
の
ト
マ
ト
焼
そ
ば
」が

生
ま
れ
、市
の
新
た
な
名
物
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。ま
た
、大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と

既
存
商
店
街
と

の
共
存
を
図
る

べ
く
、大
型
店
へ

の
来
客
を
地
域

の
商
店
へ
誘
導

す
る
方
策
に
つ

い
て
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

田富中学校合唱部 伝統工芸にふれる体験学習

玉穂中学校剣道部

株式会社はくばく

ニプロ医療電子システムズ株式会社

山梨ビジネスパーク 高部工業用地

国母工業団地 小学校入学時に絵本をプレゼントする「新入生ブックプレゼント」

図書館イベントの読み聞かせに
真剣なまなざしで耳をかたむける子ども達

教育の基本として「まごころ」を掲げ、生きる力をはぐくむ教育、
命を大切にする教育、信頼しあう教育を推進しています。

インフラ整備が進むなか、首都圏及び北関東へのアクセスの良さが飛躍的に向上した工業団地。
進出企業はじめ、山梨大学や商工会とも連携しながら、産業振興に取り組みます。

あらゆる世代の「学ぶ意欲」に応えるべく、関係機関やボランティアとも協働しながら、
ライフステージに応じた多彩なプログラムや、レベルの高いカリキュラムを提供しています。

中央市が誇るB級グルメ「青春のトマト焼そば」
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市
内
に
は
、小
学
校
6
校
と
中
学
校
2
校
が

あ
り
、落
ち
着
い
た
環
境
の
も
と
、バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、独

自
に
採
用
し
た
教
員
、特
別
支
援
教
員
を
各
校

に
配
置
し
き
め
細
や
か
な
教
育
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、外
国
籍
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
通

訳
派
遣
や
学
習
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
23
年
に
全
小
中
学
校
共
通
の
取
り
組
み

と
し
て
始
ま
っ
た「
子
ど
も
が
作
る
中
央
市
弁

当
の
日
」は
、今
や
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

お
弁
当
作
り
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
が
、良
好

な
親
子
関
係
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、家
庭
と

学
校
の
連
携
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、保
存
会
の
方
々
か
ら
直
々
に
指
導
を

受
け
る「
粘
土
節
」の
授
業（
田
富
小
学
校
）を

は
じ
め
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る

授
業
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、中
学
校
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生

か
し
た
部
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、関

東
大
会
や
全
国
大
会
出
場
と
い
っ
た
顕
著
な
活

躍
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

まごころをはぐくむ教育 やすらぎの
拠点づくり

　
図
書
館
と

の
連
携
に
よ

る
本
好
き
な
子

を
育
て
る
取
り

組
み
や
、
民
間

企
業
や
N
P
O

法
人
、県
内
各
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
な
ど
と
の

協
働
に
よ
る
「
放

課
後
子
ど
も
教

室
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
成
人
教
育
と
し
て
は
、生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、高
齢
者

学
習
に
特
化
し
た「
ま
ご
こ
ろ
学
園
」で
も
、高

い
レ
ベ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
、地
域

の
文
化
創
造
の
拠
点
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま

す
。専
門
的
な
知
識
を
持
つ
市
民
が
講
師
を
担

当
す
る
な
ど
、新
た
な
生
き
が
い
の
創
出
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
内
の
文
化
財
を

巡
る「
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」や「
歴
史
文

化
講
座
」の
開
催
、小
学
校
の
地
域
学
習
や
高

齢
者
の
学
習
会
を
通
し
て
、郷
土
へ
の
理
解
を

深
め
郷
土
愛
を
育
む
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

も
盛
ん
で
す
。市
で
は
、誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
よ
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、施
設
の
整
備
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

あらゆる世代への学びの提供 やすらぎの
拠点づくり

明日を担う商工業の振興 活力と交流の
拠点づくり

　
圏
央
道
お
よ
び
北
関
東
道
路
の
開
通
に
よ
り

北
関
東
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上

し
た
こ
と
か
ら
、本
市
の
評
価
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。現
在
、市
内
に
あ
る
３
つ
の
工
業
団
地
に
は

大
手
優
良
企
業
が
並
び
、空
き
地
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、経
営
方
針
の
転
換
や
撤
退
な

ど
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
機
敏
に
対
応
で
き
る
よ

う
、今
後
も
優
良
企
業
の
誘
致
を
続
け
、雇
用
の

安
定
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、山
梨
大
学
と
の
包
括
的
連
携
協
定
に

加
え
、本
市
に
あ
る
多
様
な
業
種
の
企
業
群
と

山
梨
大
学
が
参
加
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設

立
す
る
な
ど
、産
学
官
の
連
携
強
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、製
品
開
発
や
特
許
を
有
効
活
用

し
、産
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
一
方
、商
業
に
つ
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て
は
、商
工
会
を
中
心
に

活
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し
て
い
ま
す
。青
年
部
が
推
進
す
る
活

性
化
策「
中
央
市
ま
ち
づ
く
り
ト
マ
ト
計
画
」か

ら
、看
板
メ
ニ
ュ
ー「
青
春
の
ト
マ
ト
焼
そ
ば
」が

生
ま
れ
、市
の
新
た
な
名
物
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。ま
た
、大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と

既
存
商
店
街
と

の
共
存
を
図
る

べ
く
、大
型
店
へ

の
来
客
を
地
域

の
商
店
へ
誘
導

す
る
方
策
に
つ

い
て
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

田富中学校合唱部 伝統工芸にふれる体験学習

玉穂中学校剣道部

株式会社はくばく

ニプロ医療電子システムズ株式会社

山梨ビジネスパーク 高部工業用地

国母工業団地 小学校入学時に絵本をプレゼントする「新入生ブックプレゼント」

図書館イベントの読み聞かせに
真剣なまなざしで耳をかたむける子ども達

教育の基本として「まごころ」を掲げ、生きる力をはぐくむ教育、
命を大切にする教育、信頼しあう教育を推進しています。

インフラ整備が進むなか、首都圏及び北関東へのアクセスの良さが飛躍的に向上した工業団地。
進出企業はじめ、山梨大学や商工会とも連携しながら、産業振興に取り組みます。

あらゆる世代の「学ぶ意欲」に応えるべく、関係機関やボランティアとも協働しながら、
ライフステージに応じた多彩なプログラムや、レベルの高いカリキュラムを提供しています。

中央市が誇るB級グルメ「青春のトマト焼そば」
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　気
候
、地
形
、流
通
面
な
ど
で
恵
ま
れ
た
条

件
下
に
あ
る
中
央
市
は
、地
域
ご
と
に
特
色
の

あ
る
農
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、美
し
い
農

村
景
観
も
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
は
確
実
に
進
行

し
、耕
作
放
棄
地
も
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
状
況
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、市
で

は
、各
種
助
成
に
加
え
、担
い
手
の
育
成
や
、農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、販
路
拡
大
な
ど
に
取
り

組
み
、「
都
市
近
郊
型
農
業
」と
し
て
の
産
地
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、農
地
拡
大
に
意

欲
の
あ
る
農
家
や
農
業
法
人
へ
の
農
地
の
集
約

を
す
す
め
、効
率
的
な
農
業
経
営
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
、一
般
財
団
法
人
中
央
市
農
業
振
興

公
社
と
連
携
し
、
収
穫
体
験
農
園
や
教
育

フ
ァ
ー
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　市
内
に
あ
る
２
つ
の
農
産
物
直
売
施
設
は
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
来
客
が
あ
り
、農
家
の
経

営
を
支
え
て
い
ま
す
。市
で
は
、今
後
も
こ
う

し
た
施
設
へ
の
支
援
を
続
け
、地
産
地
消
も
推

奨
し
て
い
き
ま
す
。

平成21年度全国直売所甲子園にて優勝した「道の駅とよとみ」は重要な観光拠点でもある

付加価値をつけた農産物のブランド化に
成功したお米「富穂」

教育ファームの田植え体験「た・から」農産物直売所では生産者の名前がわかるように
ディスプレイしている

　市
で
は
、集
客
力
の
あ
る「
道
の
駅
と
よ
と

み
」を
重
要
な
観
光
拠
点
と
位
置
づ
け
、魅
力

あ
る
特
産
品
の
発
信
や
開
発
に
取
り
組
み
、季

節
ご
と
に
収
穫
祭
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、交

流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
体
験
型
の
観
光
資
源
と
し

て
、「
シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
」で
、繭
工
芸
、つ

む
ぎ
織
り
、陶
芸
が
楽
し
め
る
体
験
工
房
を
開

催
し
て
い
る
ほ
か
、農
業
振
興
公
社
と
の
連
携

に
よ
り
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大
根
の
収
穫
が
で
き

る
体
験
農
園
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、中
央
市
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、市
内
の
2
つ
の
農
産
物
直
売
所
や
温

泉
施
設
、史
跡
、登
山
道
な
ど
を
巡
る
観
光

コ
ー
ス
を
設
定
し
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で

案
内
す
る
と
と
も
に
、観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

を
活
発
に
行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
広
く
発

信
し
て
い
ま
す
。
　

 

新たな視点での
農林業の活性化 活力と交流の

拠点づくり

連携と挑戦の観光振興
活力と交流の
拠点づくり

スイートコ―ン収穫祭では収穫体験が大人気！ 春になると多くの人が訪れる山の神千本桜

環境、立地ともに恵まれた環境にある農業。
市場ニーズに合わせた高付加価値農産物の生産や効率的な農業経営を支援するなど、

「都市近郊型農業」としての産地の強化を図ります。

農業との連携による体験型観光や新たな観光ルートの開発、
イベントの開催、観光キャンペーンなどに取り組み、
交流人口の増加と地域の活性化を図っています。

山の神千本桜登山道にある展望台からの眺望

大根の収穫体験

親子ふれあい農村体験（ジャガイモの収穫）

シルクふれんどりぃのつむぎ織り体験

シルクふれんどりぃでは陶芸や
シルクフラワー制作なども体験できる

広く知られる中央市産トマトの美味しさ
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た
だ
く
機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、土
に
触
れ
た

こ
と
の
な
い
子
や
、草
や
虫
に
触
っ
た
こ
と
の
な

い
子
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。中
央
市
に
は
、

畑
や
田
ん
ぼ
も
いっ
ぱ
い
あ
り
ま
す
し
、ホ
タ
ル

や
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
自
生
す
る
地
区
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。子
ど
も
達
に
と
っ
て
、都
会
と
同
じ

教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
い
い
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、こ
う
い
う
場
所
で
育
つ
こ
と
で
培
わ

れ
る
人
間
性
も
す
ご
く
大
事
だ
と
思
う
の
で
、

中
央
市
な
ら
で
は
の
教
育
を
す
す
め
て
ほ
し
い

な
と
も
思
い
ま
す
。

望
月
　
大
学
で
法
律
の
勉
強
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、来
年
か
ら
始
ま
る
ゼ
ミ
で
は
、労
働
法
の

ゼ
ミ
に
所
属
し
、高
齢
者
雇
用
に
つい
て
勉
強
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
、少
子
高
齢
化
が

ま
す
ま
す
進
む
な
か
、働
き
手
の
不
足
は
深
刻

化
す
る
で
し
ょ
う
が
、健
康
寿
命
は
延
び
て
、健

康
な
お
年
寄
り
も
増
え
る
の
で
、高
齢
者
雇
用

原
風
景
が
広
が
る

美
し
き
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い

高
齢
者
も
外
国
人
も
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
働
け
る
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
ま
ち
へ

ふるさとの将来について
夢を語る。
玉穂町・田富町・豊富村が合併して中央市が発足した当時、10歳だった子ども達が今、成人に。
20歳を迎えた市民の代表者達と、田中市長が語りあう中央市の未来。

左上から　田中航大君（駒澤大学2年）、望月駿君（中央大学２年）、有泉歩美さん（横浜市立大学２年）、川野祐希君（成城大学２年）、
吉田叶実さん（学習院女子大学２年）、田中久雄市長、青柳瑞希さん（山梨大学２年）

「小中学生と市長の対話室」に参加した
小中学生45名が表紙を飾りました。
当時中3だった今回の出席者の顔も見られます。

田中市長 成人を迎える皆さん中央市誕生10周年記念座談会

市
長
　
中
央
市
が
生
ま
れ
て
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
、市
は
一
体
感
を
醸
成
す
る

こ
と
に
最
も
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、そ
れ

も
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
、今
後
は
新
た
な
歩
み

が
始
ま
り
ま
す
。さ
て
、12
年
後
の
リ
ニ
ア
開

通
が
迫
る
な
か
、ど
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
く

べ
き
か
、今
、非
常
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
未
来
を
期
待

し
て
い
ま
す
か
？

田
中
　
今
、中
央
市
は
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ

て
い
て
、そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
こ
と
だ
と
思
う

け
れ
ど
、反
面
、子
ど
も
の
頃
に
見
て
い
た
風
景

が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
は
寂
し
さ
を
感
じ
ま

す
。僕
は
中
学
の
と
き
か
ら
陸
上
競
技
を
続

け
て
い
て
、先
日
も
県
内
一
周
駅
伝
に
中
央
市

の
選
手
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、こ
の
風
景
の
中
を
走
る
の
は
や
っ
ぱ
り
気

持
ち
が
良
い
し
、チ
ー
ム
の
人
達
や
沿
道
の
人

に
接
し
て
温
か
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
大
切
だ
し
、大
き

な
魅
力
だ
と
思
う
の
で
、10
年
後
も
20
年
後
も

残
っ
て
い
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

川
野
　
僕
が
今
住
ん
で
い
る
世
田
谷
に
は
緑
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、周
囲
に
は「
田
舎
に
住
み

た
い
」と
言
う
友
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。何

が
違
う
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、本
物
の
自
然
に
は
、空
気
と
か
、時
間
の

流
れ
と
か
、目
に
見
え
な
い
部
分
で
、東
京
の
人

工
的
な
自
然
に
は
無
い
良
さ
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。中
央
市
に
は
本
物

の
自
然
が
あ
り
ま
す
し
、リ
ニ
ア
が
開
通
す
れ

ば
、東
京
や
名
古
屋
へ
も
1
日
1
往
復
2
往
復

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、大
都
市
で
し
か
で

き
な
か
っ
た
仕
事
も
こ
こ
で
で
き
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
す
か
ら
、環
境
を
守
る
こ
と
で
、こ
こ

で
働
き
た
い
と
い
う
人
も
増
え
て
く
れ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

青
柳
　
先
日
母
校
の
田
富
中
学
校
へ
行
く
機

会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、生
徒
数
が
減
り
、

空
き
教
室
が
目
立
っ

て
寂
し
く
感
じ
ま
し

た
。今
後
交
通
機
関

が
整
っ
て
利
便
性
が

向
上
し
移
住
し
て
く

れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、

子
ど
も
の
数
も
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
大
学
に
在
籍

し
て
い
る
た
め
、附
属

小
学
校
や
附
属
中
学

校
を
見
学
さ
せ
て
い

は
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
ま
す
。も
ち
ろ
ん
僕
た
ち
若
い
世
代
も
頑

張
る
け
れ
ど
、個
人
的
に
は
、高
齢
者
に
も
っ
と

活
躍
し
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
る
の
で
、中
央

市
に
も
、高
齢
者
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
ま
ち

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

有
泉
　
先
日
、改
め
て
中
央
市
の
こ
と
を
調
べ

る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、外
国
籍
住
人
の

割
合
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、外
国

人
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。交
通
機
関
が
発
達
し
便
利

に
な
れ
ば
さ
ら
に
外
国
か
ら
来
る
人
も
増
え

る
と
思
い
ま
す
の
で
、中
央
市
に
は
、国
籍
や

肌
の
色
、宗
教
、文
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
違
い

を
乗
り
越
え
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
ま
ち
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、私
は
今
横
浜
で
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、こ
ち
ら
へ
帰
っ
て
く
る
と
ホ
ッ
と
す
る
し
、こ

こ
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
す
。

こ
の
原
風
景
や
水
の
お
い
し
さ
、住
み
や
す
さ

は
残
し
な
が
ら
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
市
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
し
、私
も
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田
　
東
京
へ
出
て
一
番
シ
ョッ
ク
だ
っ
た
の
が
、

山
梨
の
知
名
度
の
低
さ
で
し
た
。な
の
で
、ま

ず
は
山
梨
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
と
、リ
ニ
ア

が
開
通
す
れ
ば
、羽
田
か
ら
品
川
経
由
で
1

時
間
足
ら
ず
で
こ
ち
ら
に
来
ら
れ
る
そ
う
な

の
で
、外
国
人
観
光
客
の
数
も
大
幅
に
増
え
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。す
で
に
外
国
籍
住
民
が

多
く
外
国
人
と
接
す
る
場
面
も
日
常
的
に
あ

る
中
央
市
で
す
が
、外
国
人
向
け
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
中
央
市
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
る
な
ど
、海
外
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
す
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。今
大
学
で
海
外

と
の
交
流
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
の
で
、異
文
化

交
流
と
か
観
光
と
いっ
た
面
で
私
も
貢
献
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
皆
さ
ん
と
は
5
年
前
に
も
同
じ
よ
う

な
形
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、立
派
に
成
長
し
て
い
る
姿
を
頼
も
し
く
感

じ
ま
す
し
、「
地
域
貢
献
を
」と
い
う
心
意
気

も
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の

中
央
市
に
と
っ
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
力
は

重
要
で
す
。私
ど
も
も
活
躍
の
場
を
整
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、し
っ
か
り
と
力
を
蓄

え
て
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
そ
の
力

を
存
分
に
発
揮
し
て
も
ら
い
、中
央
市
を
共
に

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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た
だ
く
機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、土
に
触
れ
た

こ
と
の
な
い
子
や
、草
や
虫
に
触
っ
た
こ
と
の
な

い
子
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。中
央
市
に
は
、

畑
や
田
ん
ぼ
も
いっ
ぱ
い
あ
り
ま
す
し
、ホ
タ
ル

や
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
自
生
す
る
地
区
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。子
ど
も
達
に
と
っ
て
、都
会
と
同
じ

教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
い
い
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、こ
う
い
う
場
所
で
育
つ
こ
と
で
培
わ

れ
る
人
間
性
も
す
ご
く
大
事
だ
と
思
う
の
で
、

中
央
市
な
ら
で
は
の
教
育
を
す
す
め
て
ほ
し
い

な
と
も
思
い
ま
す
。

望
月
　
大
学
で
法
律
の
勉
強
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、来
年
か
ら
始
ま
る
ゼ
ミ
で
は
、労
働
法
の

ゼ
ミ
に
所
属
し
、高
齢
者
雇
用
に
つい
て
勉
強
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
、少
子
高
齢
化
が

ま
す
ま
す
進
む
な
か
、働
き
手
の
不
足
は
深
刻

化
す
る
で
し
ょ
う
が
、健
康
寿
命
は
延
び
て
、健

康
な
お
年
寄
り
も
増
え
る
の
で
、高
齢
者
雇
用

原
風
景
が
広
が
る

美
し
き
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い

高
齢
者
も
外
国
人
も
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
働
け
る
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
ま
ち
へ

ふるさとの将来について
夢を語る。
玉穂町・田富町・豊富村が合併して中央市が発足した当時、10歳だった子ども達が今、成人に。
20歳を迎えた市民の代表者達と、田中市長が語りあう中央市の未来。

左上から　田中航大君（駒澤大学2年）、望月駿君（中央大学２年）、有泉歩美さん（横浜市立大学２年）、川野祐希君（成城大学２年）、
吉田叶実さん（学習院女子大学２年）、田中久雄市長、青柳瑞希さん（山梨大学２年）

「小中学生と市長の対話室」に参加した
小中学生45名が表紙を飾りました。
当時中3だった今回の出席者の顔も見られます。

田中市長 成人を迎える皆さん中央市誕生10周年記念座談会

市
長
　
中
央
市
が
生
ま
れ
て
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
、市
は
一
体
感
を
醸
成
す
る

こ
と
に
最
も
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、そ
れ

も
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
、今
後
は
新
た
な
歩
み

が
始
ま
り
ま
す
。さ
て
、12
年
後
の
リ
ニ
ア
開

通
が
迫
る
な
か
、ど
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
く

べ
き
か
、今
、非
常
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
未
来
を
期
待

し
て
い
ま
す
か
？

田
中
　
今
、中
央
市
は
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ

て
い
て
、そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
こ
と
だ
と
思
う

け
れ
ど
、反
面
、子
ど
も
の
頃
に
見
て
い
た
風
景

が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
は
寂
し
さ
を
感
じ
ま

す
。僕
は
中
学
の
と
き
か
ら
陸
上
競
技
を
続

け
て
い
て
、先
日
も
県
内
一
周
駅
伝
に
中
央
市

の
選
手
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、こ
の
風
景
の
中
を
走
る
の
は
や
っ
ぱ
り
気

持
ち
が
良
い
し
、チ
ー
ム
の
人
達
や
沿
道
の
人

に
接
し
て
温
か
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
大
切
だ
し
、大
き

な
魅
力
だ
と
思
う
の
で
、10
年
後
も
20
年
後
も

残
っ
て
い
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

川
野
　
僕
が
今
住
ん
で
い
る
世
田
谷
に
は
緑
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、周
囲
に
は「
田
舎
に
住
み

た
い
」と
言
う
友
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。何

が
違
う
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、本
物
の
自
然
に
は
、空
気
と
か
、時
間
の

流
れ
と
か
、目
に
見
え
な
い
部
分
で
、東
京
の
人

工
的
な
自
然
に
は
無
い
良
さ
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。中
央
市
に
は
本
物

の
自
然
が
あ
り
ま
す
し
、リ
ニ
ア
が
開
通
す
れ

ば
、東
京
や
名
古
屋
へ
も
1
日
1
往
復
2
往
復

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、大
都
市
で
し
か
で

き
な
か
っ
た
仕
事
も
こ
こ
で
で
き
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
す
か
ら
、環
境
を
守
る
こ
と
で
、こ
こ

で
働
き
た
い
と
い
う
人
も
増
え
て
く
れ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

青
柳
　
先
日
母
校
の
田
富
中
学
校
へ
行
く
機

会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、生
徒
数
が
減
り
、

空
き
教
室
が
目
立
っ

て
寂
し
く
感
じ
ま
し

た
。今
後
交
通
機
関

が
整
っ
て
利
便
性
が

向
上
し
移
住
し
て
く

れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、

子
ど
も
の
数
も
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
大
学
に
在
籍

し
て
い
る
た
め
、附
属

小
学
校
や
附
属
中
学

校
を
見
学
さ
せ
て
い

は
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
ま
す
。も
ち
ろ
ん
僕
た
ち
若
い
世
代
も
頑

張
る
け
れ
ど
、個
人
的
に
は
、高
齢
者
に
も
っ
と

活
躍
し
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
る
の
で
、中
央

市
に
も
、高
齢
者
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
ま
ち

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

有
泉
　
先
日
、改
め
て
中
央
市
の
こ
と
を
調
べ

る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、外
国
籍
住
人
の

割
合
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、外
国

人
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。交
通
機
関
が
発
達
し
便
利

に
な
れ
ば
さ
ら
に
外
国
か
ら
来
る
人
も
増
え

る
と
思
い
ま
す
の
で
、中
央
市
に
は
、国
籍
や

肌
の
色
、宗
教
、文
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
違
い

を
乗
り
越
え
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
ま
ち
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、私
は
今
横
浜
で
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、こ
ち
ら
へ
帰
っ
て
く
る
と
ホ
ッ
と
す
る
し
、こ

こ
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
す
。

こ
の
原
風
景
や
水
の
お
い
し
さ
、住
み
や
す
さ

は
残
し
な
が
ら
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
市
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
し
、私
も
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田
　
東
京
へ
出
て
一
番
シ
ョッ
ク
だ
っ
た
の
が
、

山
梨
の
知
名
度
の
低
さ
で
し
た
。な
の
で
、ま

ず
は
山
梨
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
と
、リ
ニ
ア

が
開
通
す
れ
ば
、羽
田
か
ら
品
川
経
由
で
1

時
間
足
ら
ず
で
こ
ち
ら
に
来
ら
れ
る
そ
う
な

の
で
、外
国
人
観
光
客
の
数
も
大
幅
に
増
え
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。す
で
に
外
国
籍
住
民
が

多
く
外
国
人
と
接
す
る
場
面
も
日
常
的
に
あ

る
中
央
市
で
す
が
、外
国
人
向
け
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
中
央
市
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
る
な
ど
、海
外
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
す
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。今
大
学
で
海
外

と
の
交
流
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
の
で
、異
文
化

交
流
と
か
観
光
と
いっ
た
面
で
私
も
貢
献
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
皆
さ
ん
と
は
5
年
前
に
も
同
じ
よ
う

な
形
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、立
派
に
成
長
し
て
い
る
姿
を
頼
も
し
く
感

じ
ま
す
し
、「
地
域
貢
献
を
」と
い
う
心
意
気

も
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の

中
央
市
に
と
っ
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
力
は

重
要
で
す
。私
ど
も
も
活
躍
の
場
を
整
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、し
っ
か
り
と
力
を
蓄

え
て
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
そ
の
力

を
存
分
に
発
揮
し
て
も
ら
い
、中
央
市
を
共
に

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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名執 義髙議長宮川 弘也副議長

開
か
れ
た
議
会
運
営
で
、

市
政
の
発
展
を
め
ざ
す
。

　
中
央
市
議
会
は
、選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
18
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
る
意
思
決

定
機
関
で
あ
り
、年
4
回（
6
月
、9
月
、12

月
、3
月
）の
定
例
会
お
よ
び
、必
要
に
応

じ
て
招
集
さ
れ
る
臨
時
会
で
、条
例
制
定

を
は
じ
め
、予
算
や
施
策
、そ
の
進
行
状
況

と
い
っ
た
、市
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
案
件
や
請
願
に
つ
い
て
の
審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、

議
会
広
報
編
集
委
員
会
が
常
設
さ
れ
て
お

り
、
議
会
運
営
委
員
会
は
議
長
の
諮
問
に

応
じ
て
議
会
の
円
滑
な
運
営
方
法
等
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を
行
い
、
ま
た
全
て
の
議

員
が
「
総
務
教
育
」「
厚
生
」「
産
業
土
木
」

３
つ
の
常
任
委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し

て
、
関
係
す
る
議
案
や
請
願
な
ど
を
詳
し

く
審
議
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
特
別

委
員
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
議
会
広
報
編
集
委
員
会
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
発
行
し
、
市
民
の
皆
様
に
審
議
の

様
子
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
議
会

日
程
の
詳
細
や
議
事
録
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

議会だより



庁舎
中央市役所田富庁舎
中央市役所玉穂庁舎
中央市役所豊富庁舎

055-274-1111( 代 )　
055-274-1119( 代 )
055-269-2211( 代 )

055-274-8542
055-273-7300
055-274-2288
055-269-3330
055-269-3330

055-274-8556
055-274-8583

055-274-8556
055-274-8583

055-274-1100

保健福祉施設 
玉穂勤労健康管理センター
田富福祉センター
田富福祉公園コミュニティセンター
豊富健康福祉センター
シルクの里デイサービスセンター
大鳥居ふれあいプラザ

浅利川ふれあい館

中央市・昭和町障がい者相談支援センター
穂のか

総合会館・公民館

055-274-1116
055-274-0294
055-273-4755
055-269-2802　

玉穂総合会館
〔中央市社会福祉協議会〕
田富総合会館
豊富中央公民館

田富中央児童館　☆
田富わんぱく児童館
田富ひばり児童館
田富杉の子児童館　☆
田富ひまわり児童館
田富つくし児童館
田富すみれ児童館　☆
豊富児童館
豊富保健センター　☆
社会福祉法人ひとふさの葡萄
またあした　☆

055-274-2221
055-273-0588
055-273-1417
055-273-1818
055-273-0751
055-274-3260
055-274-2353
055-269-3067
055-269-2238
055-278-5070

保育園
玉穂保育園
田富第一保育園
田富第二保育園
田富第三保育園
田富北保育園
豊富保育園
社会福祉法人成島
まみい保育園

055-273-2205
055-273-3557
055-273-3072
055-273-6220
055-273-6301
055-269-2011

055-273-3522

認定こども園
学校法人井口学園　
認定こども園わかば幼稚園
学校法人中沢学園　
みかさこども園

055-273-5737

055-273-6386

小・中学校
三村小学校
玉穂南小学校
玉穂南小学校下河東分校
田富小学校
田富北小学校
田富南小学校
豊富小学校
玉穂中学校
玉穂中学校下河東分校
田富中学校

055-273-8711
055-274-1122
055-274-1244
055-273-2117
055-273-1760
055-273-9111
055-269-2012
055-273-8211
055-274-1244
055-230-7080

図書館
玉穂生涯学習館 
田富図書館
豊富図書館（分館）

055-230-7300
055-274-3311
055-269-4011

体育施設
玉穂 B&G海洋センター
田富市民体育館
田富市民プール
与一弓道場
浅利弓道場
浅利テニスコート
農業者トレーニングセンター

055-274-1121
055-273-1473 
055-274-1421
055-269-2280
055-274-8522
055-274-8522
055-274-8522

農政・商工施設 
四季新鮮収穫広場「た・から」農産物直売所
道の駅「とよとみ」交流促進センター
与一味工房
豊富農産物直売所
（財）中央市農業振興公社・豊富農業者研修センター
中央市商工会

055-274-0831
055-269-3421
055-269-4115
055-269-3424
055-269-2411 
055-273-4141

公園・その他
玉穂ふるさとふれあい広場
田富ふるさと公園
豊富シルクの里公園
豊富農村広場
農村公園
豊富郷土資料館
シルク工芸館ふれあい館　
シルクふれんどりぃ

055-274-8517 
055-274-8517
055-269-2280
055-274-8586
055-274-8517
055-269-3399

055-269-2280

公共機関

産業・観光・自然

高齢介護課
豊富窓口課　

高齢介護課
豊富窓口課

※「☆」が付いている施設では「放課後児童クラブ(学童保育)」を実施

児童館・児童館放課後児童クラブ（学童保育）
玉穂中央児童館　☆
玉穂北部児童館　☆
玉穂西部児童館　☆

055-273-8271
055-273-7967
055-274-0097

子育て・教育・文化

主 な 施 設

中央市

山梨県

中央市

山梨県

甲府市

北杜市

山中湖村
富士河口湖町

中央市
中央自動車道

中央自動車道

富士
急行
線

JR中央本線

東富士五湖
道路

中部横断
自動車道

JR小海
線

笛吹市

甲州市

身延町
Ｊ
Ｒ
身
延
線

山梨県中央市　実り豊かな生活文化都市
ビジュアルコンテンツ

日本の真ん中に位置する山梨県中央市には、トマトやスイートコーンに代表される大地の恵みから、
最先端のリニア新幹線まで、バラエティに富んだ魅力が満載。住みよさランキング（2015年）でも、32位にランキングされました。

青春のトマト焼そば

懐かしくて斬新な青春の味 … P12

山梨大学医学部

地域医療の拠点 ……………P13

中央市立図書館

蔵書冊数、貸出数、日本一 … P18

浅利与一

中央市キャラクター ………… P21

待機児童ゼロの保育園

守り育み未来へつなぐ ……… P16

とまチュウ

市内のトマト農園で生まれた
トマトの妖精 ………………… P21 肥沃な大地の恵み ………… P12

中央市の農業 ……P8

地元で穫れた新鮮ブドウと
スイートコーンのワイン「夢」
スイートコーン100%焼酎
「恵」「とよとみ」

地元で収穫したコーン使用 … P12

穫れたて新鮮野菜

農業で幸せになろう

道の駅とよとみ

直売所甲子園2009
初代グランドチャンピオン

…………P20

豊富郷土資料館

施設紹介 …………………… P20

あさりよいち

たか

お高やん

中央市
キャラクター
………P21

やまなしのへそブログ

日々更新中です……………… P23 2012 2013 2014 2015

32位
29位28位

42位

中央市住みよさ
ランキング



山の神千本桜

山の神神社

浅利与一義成公の墓

与一弓道場

シルクの里公園

豊富郷土資料館

シルク工芸館ふれあい館
シルクふれんどりぃ

王塚古墳

豊富小学校

豊富保育園

豊富診療所

豊富児童館

道の駅「とよとみ」
・与一味工房
・交流促進センター
・豊富農産物直売所

中央市役所豊富庁舎
豊富図書館（分館）

浅利川ふれあい館

中巨摩地区
清掃センター

勤労青年
センター

老人福祉センター
田富ひまわり
児童館

田富第三保育園

田富小学校
田富中学校

田富総合会舘
田富中央児童館

中央市役所田富庁舎

田富図書館田富福祉公園
コミュニティセンター

田富杉の子
児童館

田富つくし児童館

田富第二保育園

田富第一保育園

田富南小学校

防災安全センター

消防学校

四季新鮮収穫広場「た・から」
農産物直売所

田富北
小学校

学校法人中沢学園
みかさこども園

田富わんぱく
児童館

玉穂中学校

玉穂西部
児童館

玉穂南小学校

玉穂生涯
学習館

玉穂保育園

中央市役所
玉穂庁舎

三村小学校

玉穂中央児童館

玉穂総合会館

玉穂Ｂ＆Ｇ
海洋センター

山梨大学医学部附属病院
山梨大学医学部

イオンタウン

学校法人井口学園
認定こども園わかば幼稚園

北部児童館

田富すみれ児童館

リバーサイド
ショッピングセンター  

田富ひばり児童館

田富北保育園

衛生センター

県森林組合

玉穂ふるさと
ふれあい広場

まみい保育園



青春のトマト焼そば

青春のトマト焼そば
誕生秘話

　「中央市まちづくりトマト計画」を遂行中の商工会
青年部。2007年の会合で出たのが、地元の祭りで
恒例の青年部屋台焼そばにミートソースをかける妙案

でした。早速試食したところ、脳裏に蘇る懐かしい記憶。「これは、学生時代によく食べた某
喫茶店の『ミートソース焼そば』じゃないか！復刻でもいい、これを新名物にしよう」と、満場一
致で誕生しました。“青春の”には、彼らの「懐かしさと、情熱と、若さ溢れるまちづくりへの想
い」が込められています。

中央市ブランド米「富穂」
肥沃な沖積土壌で、農薬と化学肥料を減らし大
切に育てられたヒノヒカリ。もちもちとした食感で、
冷めても美味しいと評判です。

　コーン100%焼酎「恵」・「とよとみ」
特産の“ゴールドラッシュ”で醸造した珍しい焼
酎。口当たりがよく、飲んだ後に甘く香ばしい香り
が、ふわっと鼻に抜けていきます。

フルーツトマト
サイズも味わいも豊富な中央市のトマト。水分を
極限まで減らし、丁寧に育てられるフルーツトマト
は、濃厚な甘さが自慢です。

夏野菜の王者「ナス」
夏の日差しをたっぷりと浴び、豊富な地下水を
しっかり吸って、元気に育った濃紫色のナス。皮
が柔らかく瑞 し々い、中央市の特産品です。

とまと羊かん・トマトらー油・トマトジュース
中央市には、オリジナリティあふれるトマトの加工
品もいっぱい。産地ならではの発想や工夫が、新
しい味を次 と々生み出しています。

とうもろこしドレッシング
1本（300ml）に、“ゴールドラッシュ”1本
使用。自然な甘さと県産米酢とヨーグル
トの酸味が、野菜の味を引き立てます。

ソース味の焼きそばの上に、中央市産
の完熟トマトと甲州富士桜ポークをじっく
り煮込んだミートソースをたっぷりかけま
した。どこか懐かしく食べると元気にな
る、中央市の新名物です。

太陽の恵みがいっぱい！
地元食材で生み出す、育てる、
おいしい特産品がたくさんあります。

日本の真ん中、人が真ん中！ 中央市

暮 ら し や す い ま ち

山梨県中央市

Chuo City
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中央市役所田富庁舎より

中央市は山梨県の真ん中!
180度の大パノラマで周囲の美しい山並みが楽しめます。

主な施設

玉穂勤労健康管理センター

TEL:055-274-8542

中央市成島2266

中央市下河東256

玉穂総合会館

TEL:055-274-1116

田富総合会館

TEL:055-273-4755

豊富中央公民館

TEL:055-269-2802

中央市下河東620中央市布施2382

中央市大鳥居3800

中央市役所田富庁舎

TEL:055-274-1111（代）
中央市臼井阿原301-1

中央市役所玉穂庁舎

TEL:055-274-1119（代）

中央市役所豊富庁舎

TEL:055-269-2211（代）
中央市大鳥居3866

山梨大学医学部附属病院

TEL:055-273-1111
中央市下河東1110

玉穂生涯学習館

TEL:055-230-7300
中央市下河東1-1

田富図書館

TEL:055-274-3311
中央市臼井阿原240-1

豊富図書館（分館）

TEL:055-269-4011
中央市大鳥居3866(豊富庁舎内)

玉穂B&G海洋センター

TEL:055-274-1121
中央市下河東256番地

田富市民体育館

TEL:055-273-1473
中央市臼井阿原1740番地80

田富市民プール

TEL:055-274-1421
中央市臼井阿原1740番地120

四季新鮮収穫広場
「た・から」農産物直売所

TEL:055-274-0831

道の駅「とよとみ」交流促進センター

TEL:055-269-3421

与一味工房

TEL:055-269-4115

玉穂ふるさとふれあい広場田富ふるさと公園 豊富シルクの里公園豊富農村公園 豊富郷土資料館

TEL:055-269-3399

シルク工芸館ふれあい館
シルクふれんどりぃ

TEL:055-269-2280

中央市臼井阿原102-1
中央市浅利1010-1中央市浅利1010-1

豊富農産物直売所

TEL:055-269-3424
中央市浅利1010-1

中央市乙黒1-1中央市臼井阿原1740-120 中央市大鳥居1619-1中央市関原1018 中央市大鳥居1619-1
中央市大鳥居1619-1

ブドウとコーンのワイン「夢」
特産の“ゴールドラッシュ”と豊富産のブドウで醸
造した、日本初のトウモロコシワイン。さわやかな
甘さが広がる、デザートワインです。

スイートコーン「ゴールドラッシュ」
糖度17度以上のフルーティな甘さと、皮の薄さ
で、絶大な人気を誇る豊富地区の特産品。6月上
旬から10月上旬まで楽しめます。

とよとみハム
豊富地区の豊かな自然のなかで飼育された上
質な豚肉を用い、職人の技で仕上げました。素材
を活かした豊かな風味が味わえます。

South南North北 East東West西

中央市市民憲章

一、 緑豊かな自然を守り、
 やすらぎのまちをつくります
一、 文化と伝統に誇りをもち、
 未来を拓くまちをつくります
一、 元気に働き、
 豊かで活力あるまちをつくります
一、 地域の輪を広げ、
 笑顔のまちをつくります
一、 心と体を鍛え、
 まごころあふれるまちをつくります 市の木　桜　 市の花　れんげ草 市の鳥　しらさぎ

中央市は、実り豊かな生活文化都市を目指しています。
わたくしたちは、長い歴史と自然の恵みにはぐくまれた郷土を愛し、心温かく希望にあふれるまちを築くため、
ここに市民憲章を定めます。

Access

中央市は山梨県中南部に位置し、東は甲府市、北は昭和町、西は

南アルプス市、南は市川三郷町に接しています。総面積は、31.69㎢。

釜無川の沖積平野と、御坂山系からなる丘陵地という二つの地理的

特性を持ち、両地域は笛吹川によって隔てられています。

中央市勢要覧 2016
お問い合わせ

中央市政策秘書課
〒409-3892　山梨県中央市臼井阿原301-1
TEL 055-274-1111　FAX 055-274-7130
URL http://www.city.chuo.yamanashi.jp/
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